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議 事 日 程 第 ４ 号 

平成２６年６月１２日（木曜日） 

午 前 １０ 時 開 議 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 一般質問 

 

１．本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 一般質問 

                                         

午前９時５９分開議 

 開議の宣告 

 

○議長（小薗江一三君） 皆さんおはようございます。 

 ご報告申し上げます。 

 ただいまの出席議員は23名です。 

 本日の欠席議員は14番海老澤 勝君であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の会議に、地方自治法第121条の規定により出席を求めた者及び議会事務局職員の出

席者は、お手元に配付いたしました資料のとおりです。 

                                         

 議事日程の報告 

 

○議長（小薗江一三君） 日程についてご報告申し上げます。 
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 本日の議事日程につきましては、お手元に配付いたしました議事日程表のとおりといた

します。 

 これより議事日程に入ります。 

                                         

 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（小薗江一三君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

 会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、15番萩原瑞子君、16番中澤 猛君を

指名いたします。 

                                         

 一般質問 

 

○議長（小薗江一三君） 日程第２、一般質問を続けます。 

 一般質問につきましては、一括質問・一括答弁方式及び一問一答方式の２方式の選択制

といたします。 

なお、質問は質問事項順に質問をし、項目ごとに質問を完結した後に次の質問事項に入

ってくださるようお願いいたします。発言時間は従来の一括質問・一括答弁方式につきま

しては、質問時間は30分以内とし、一問一答方式につきましては、質問・答弁合わせて60

分以内といたします。 

執行機関には反問権を付与しておりますので、議員の質問に疑問があるときは「反問い

たします」と宣言し、議長の許可を得て質問内容を深めてください。 

議員、執行部とも、わかりやすい質問、わかりやすい答弁に努めてくださることを求め

ます。 

それでは、13番石松俊雄君の発言を許可いたします。 

〇１３番（石松俊雄君） おはようございます。13番市政会の石松です。ただいま議長よ

り許可をいただきましたので、先の通告に沿って一問一答方式で質問をさせていただきま

す。 

 さて、「地域のおける医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律」という、非常に長ったらしい名前の法律、略して「地域における医療介護一

括改正法案」といいますけれども、この法律が与党の強行採決によって衆議院で可決をし

てしまいました。６月22日までの今国会会期内に成立をさせるというのが与党の方針です

から、間もなく参議院を通過し、成立するのは間違いないかと思います。 

 今から11年後の2025年に、団塊の世代が75歳以上になり、その数は2,500万人、実に国民

の５人に１人が後期高齢者という未曽有の超高齢化社会に日本は突入してしまいます。い

わゆるこの2025年問題を見据えた法律であるところに最大の特徴があります。従って、こ
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の法律の内容も、これまでに慣例のない医療法と介護保険法の改正案をセットで議論する

ようなもので、性質の異なる分野の法改正をまとめて審議することへの違和感、あるいは

膨大な内容の法律案にもかかわらず、余りにも審議時間が短い等々の批判もあり、私自身

も納得のいかないところが多々ございます。 

 しかしながら、ここは市議会の場ですので、この法案のよしあしではなく、この法律案

が成立した場合に笠間市にどういう影響が及ぶのか、また、どういう対策を考えなければ

ならないのかということについて、項目を絞って質問をさせていたただきます。 

 まず、この法律の最大の目玉とも言える項目でありますが、介護保険の要支援１と２の

方を保険給付の対象から外し、2017年までに各自治体の地域支援事業に段階的に移行して

いくということについてであります。全国で要支援１と２の方は約152万人、認定者の４分

の１を超えております。 

 当市でも、要支援１が239人、２の方が354人、合計で593人いることが先回の定例会の共

産党さんの質問に対する答弁の中で明らかにされております。あわせて、この移行に伴い、

地域格差が生じないように、住民のニーズにあった施策を検討していきたいとも答弁をさ

れておりますが、訪問介護と通所介護、これらが具体的にどういう形で笠間市の地域支援

事業に引き継がれるのか、そして、現在の給付サービスの水準が維持されるのかどうかに

ついてお尋ねをいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） それでは、13番石松議員のご質問にお答えいたします。 

 今議員がおっしゃったとおり、今国会で介護保険法改正案が成立いたしますと、要支援

１・２の訪問介護、通所介護を該当している方が地域支援事業に移行することになります。

今までの給付事業から地域支援事業に移行するということですけれども、サービスの担い

手としましては、既存の通所介護事業所、訪問介護事業所、また今サービスを行っていま

せんけれども、介護予防事業を実施する事業所、またボランティア団体に働きかけをしま

して人材確保に努めていただき、サービスの調整を図りながらサービスの水準を確保して

いきたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） その中身なんですね。実は、この法案を見てみますと、新しい

介護予防、日常生活支援総合事業、いわゆる総合事業の中でこれまでの介護予防事業、２

次ですから認定の恐れのある高齢者を対象にした予防事業の方なんですけれども、これと

今おっしゃった地域支援事業、介護予防日常生活支援総合事業ですね、これは前回23年で

すか、の法改定で導入されたものなんですけれども、こちらの方がなかなか全国では実施

をされていないと。国の調査によりますと、28市町村しか実施されてないというようなデ

ータも出ているんですけれども、これと先ほど申し上げました介護予防事業を再編をして、

地域支援事業にして、先ほど言った要支援１・２の方も受け入れるということになるんで
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すが、この介護予防日常生活支援総合事業というのは当市ではやられているんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 実施しております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） ということは、先ほど福祉部長が答弁されました通所・訪問介

護の……。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 申しわけありません。地域支援事業の方ですので、申しわけ

ありません、実施しておりません。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） それでは、この次の質問が変わってまいります。実施していな

い中で、どういう形で要支援１・２の方を受け入れてそのサービスの水準を維持しようと

考えられているのでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 先ほども申し上げましたが、既存の通所介護、また訪問介護

の中で、改めて29年までの移行ということですので、施設の中に人材を確保していただき

ながら、サービスの事業の供給者として対応していただきたいと考えております。 

 また、地域の中で行っているボランティアの方であったり、現在社会福祉協議会の中で

行っている在宅福祉サービス等のサービスもございますので、その中での協議の中でサー

ビス水準を引き上げる受け手として確保していきたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 法案の審議の中でも非常に心配されているのは、現在、要支援

１・２の方が通所なり支援事業を受けている、その支援事業を提供しているのが事業者あ

るいはプロの方であるものが、ボランティアの方にかわった場合に、提供する支援の中身

が質が非常に下がるんではないかという、そんな不安の声も出されておりますが、ぜひと

もそういうことがないようにしていただきたいということです。 

 あわせて、もう一つ財源のことが気になっているんですが、この財源については法案の

中ではきちんと今までの事業に充当していくために地域支援事業に移行した事業について

は、保険者である市の方に財源についても移行していくというような話になっていますけ

れども、実は、この法案の中身を見て、財源の計算の仕方を見ますと、介護予防サービス

の伸び率が５％から６％の間なんですね。これが後期高齢者人口の伸び率の３から４％に

抑制をしていきますというようなこともあわせて言われているわけですね。これは計算す

ると、単純に２％減ってしまうんじゃないかということです。ということは、国からのお

金がこの２％分減る可能性もあるんですが、こういうことが起こった場合も、当市として

はぜひとも事業水準を維持するために予算措置を考えていただきたいと思いますが、この

辺についてのお考えはいかがでしょうか。 



- 119 - 

 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） この法案の改正によりまして、現在笠間市では高齢者の保険

計画、介護保険計画を見直しているところです。議員ご指摘のとおり、10年間の計画の策

定ということがありますので、その中で、３年間の介護保険事業の給付内容であったり、

保険の水準を見直すことになっております。その中で、需要と供給の関係の負担割合等も

見直していかなければならないところの大前提の財源も注視しながら、水準を確保できる

ようなということで検討を進めていきたいと思っております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。よろしくお願いしたいと存じます。 

 それからもう一つですが、特養の入所基準が原則介護３以上にするということもこの法

案の中に含まれておりますけれども、そうなった場合、現在笠間市内で入所している方で

退所する、せざるを得ない、あるいは入所希望しているのに入所ができなくなるという人

は出てこないのかどうかお尋ねします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 今回の改正によりまして、特別養護老人ホームの入所基準に

つきましては要介護３以上ということになりましたが、現在入所している方で、要介護１・

２で入所している方につきましては、そのまま従前のとおり入所できるということになっ

ておりますし、これからの問題点だと思いますが、現在、要介護１・２で入所希望をされ

ている方で待機者の方で40名ほどいらっしゃいますが、その方が今後どうなるのかという

ことは、このまま各施設の入所検討委員会の中で入所について判定していただくというこ

との経過措置になっていくものと思いますので、空きを待つという状態は変わりありませ

んが、現状のまま推移するものと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 待っていても今度特養ができますので、皆さん入れることにな

るんだと思いますが、この法律の、私は改悪だと思いますが、政府的に言うと改正なんで

すけれども、改正によって入所希望されている方ができなくなるということはないという

ふうに私も理解をさせていただきたいと思います。 

 政府の中では、特養を利用している要介護１・２の方には、低所得の高齢者の住まい対

策事業というのがあって、そちらの方で社会福祉法人だとかＮＰＯが運営主体で空き家な

どを利用した高齢者ケアハウスとか、そういうところで診れますよという答弁があったん

ですけれども、当市ではそういうふうにならないというふうに理解をしてもよろしいでし

ょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 施設入所を希望されている要支援の方については、審査会、

また、その後の審査会で通りまして、各施設に入所検討委員会の中で判断するということ
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ですので、その中で違うサービスがどうだということは市としては考えておりません。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 安心をいたしました。それでは、次の質問へ移りたいと思いま

す。 

 介護健診クラウド事業の進捗状況について、伺いたいと思います。 

 昨年の６月議会で、地域経営型包括支援クラウドモデル事業について、マイナンバー制

度をにらんで統合データベースかできなのかということ、さらには、９月の議会では、オ

ープンデータ化に結びつけることはできないのかということを質問をさせていただきまし

たが、残念ながら、簡単に申し上げますと、この事業については３億円の国税を投じる、

いわゆる国、総務省の実証実験事業であるため笠間市のものではないということで、そう

いうことはできないんだという、そういうようなご答弁でございました。 

 しかし、今般この実証実験も終わりまして、いよいよ10月から介護健診クラウドが本格

稼働するということでございます。そこでその事業の具体的な内容について簡単にご説明

をください。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 介護健診ネットワーク事業につきましては、高齢者の方々が

住みなれた地域で最後まで尊厳を持って自分らしい生活を送るという体制整備のためとい

うことがありますので、このネットワークの中には五つの情報を網羅することとしており

ます。 

 まず、その中では、個人情報の取り扱いについては、当然同意のもとに使用するという

ことになっておりますが、一つ目としましては、主治医意見書、認定調査表の介護認定情

報、二つ目に市民の健診情報、三つ目に調剤薬局からの投薬情報、四つ目に介護支援専門

員や介護関係事業所からの介護サービスの情報、五つ目に見守り支援、救急医療器とかか

りつけ医の情報ですが、などの情報を網羅します。 

 また、ネットワーク上での掲示板機能につきましては、四つの運用を検討してございま

す。一つ目としましては、利用者ごとの介護医療サービス関係者間の情報共有、二つ目に

関係事業所全体の情報共有、三つ目に利用者及び利用者家族と関係事業所間での情報共有、

最後に、市民の方に向けた情報発信ということでございます。今後、さらに協議を重ねま

して、10月の実施運用に向けて調整を行っていく予定となっております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 前回の質問でも申し上げたんですけれども、これは個人の同意

をもとに情報がクラウドに載っていくわけですが、この同意は前提としてですが、この情

報の数、あるいはこのクラウド事業に参加する事業所、これはこの事業が成り立つような

数が集まったというふうに判断してもよろしいですか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 
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〇福祉部長（櫻井史晃君） 現在、こういう情報を整備していきますよという環境が整っ

たということですので、これから参加する医療機関であるとか、事業所について呼びかけ

をし、より多くの市民が利用しやすい数を確保して実施していきたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） これからだということなんですね。これからの中身で、個人情

報の保護の管理についてなんですが、これはどこでだれが管理するのか、この保護に関す

る運用の規定についてはどのようになっているのかご説明いただけますか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 市で個人情報を管理ということになりますので、情報審査会

等において市で管理していきます。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 市でやるのはわかるんですけれども、市のどこでやるのか、お

願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 市で所管する住民情報につきましては、それぞれの所管で保

有しているものを責任を持って情報管理をするということになります。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。一括して担当する部署があるとか、そういうこ

とではないわけですね。情報ごとにそれぞれの所管が管理をするということですね。 

 それからもう一つ、先回の質問の中でお尋ねするんですが、参加事業所、これからいろ

いろ宣伝もされていくんでしょうけれども、参加した場合に、手持ちのアプリケーション

でデータを活用したいというふうになった場合、このアプリケーション、非常に開発にお

金がかかるからそこまではできないよというお話はお聞きはしているんですけれども、こ

ういうアプリケーションの開発だとか、この連携基盤プラットフォームの汎用性ですね、

これについてはどのようになるんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 個々の事業所で自分のアプリの活用ということですけれども、

基本的にその活用については認められないということですので、このネットワークの中で

活用していただければと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。認められないということは余り汎用性がないと

いうことですね。クラウド上で、掲示板等々もあるんでしょうからそういう中で利用して

いくしかないということなので、ちょっと残念な気はしますけれども、これからマイナン

バー制度も入ってきますから、ぜひともその中で汎用性は広げていただきくことを考えて

いただきたいなと思います。 
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 その意味で、マイナンバー制度が今度入って具体的に進みますが，こちらの方との連携

というのはどのようになるんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 個人情報の関係もございまして、マイナンバー制度との連動

というのは現在実施できない状況になっております。ただ、マイナンバー制度をとらえま

して今回のクラウドですけれども、マイナンバーを導入できるように将来的には医療ＩＤ

が整備されて、医療機関とか、介護保険事業所が利用可能な一つの番号として、いわゆる

「空き」を設けておくというようなところで対応してまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。連携に向けて何とか準備はできると、連携がで

きるというような準備されているというふうに理解します。 

 ただ、国でも、厚労省の中で議論が始まっています。医療情報について、これ、番号を

つけて、これをマイナンバーと連携させるのかどうかということも含めて、今議論が始ま

っています。 

 一方では、2018年までに医療情報連携ネットワークの全国展開を図ろうというような話

も出ておりまして、工程表等々見させていただきますと、もう既に2014年、15年度から始

まるような話も私はお聞きしているんですけれども、ぜひとも医療情報の全国ネット化、

こういうものにも使えるようにしていただきたいんですけれども、そのようにもなってい

るという理解でよろしいですか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 民間で使えるのはその目標ということで、2019年からという

ことになっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

厚生労働省の方の中で、この件につきまして検討は進められているというのは承知して

おります。もうそろそろですか、年内にはマイナンバーとの連動について中間取りまとめ

を行うというようなことも情報の方で入っておりますので、できるだけ市民が持っている

情報が安全に効率的に提供できるような体制がなるべく早くできるようにと思っておりま

す。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 簡単に言いますと、せっかくこの事業をやっているわけですか

ら、これから医療情報の全国ネット化、あるいはマイナンバー制度との連携という話も出

てきますけれども、そういうときに無駄にならないように、これが活用できるようにとい

うことで、ぜひとも市民の大事な税金を無駄に使わないで済むような形で進めていただき

たいということをお願い申し上げまして、市立病院の方の質問に移らせていただきます。 

〇議長（小薗江一三君） 質問どうぞ、続けて。 

〇１３番（石松俊雄君） 医療機関は社会保険診療報酬が非課税でございますので、患者
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さんからは消費税を受け取っておりません。 

 一方、医薬品だとか、診療材料の仕入れ、医療機器の購入に当たっては消費税を払わな

ければなりませんから、多額の控除対象外消費税、いわゆる損税と申しますけれども、こ

の負担をしています。 

笠間市立病院では、収益的予算で年間1,000万、資本的予算でも年間1,000万、合計2,000

万の損税負担をしている。これが８％になると、年間600万円の負担増、さらに10％になる

と年間1,000万の負担増となると、昨年の６月議会でご答弁をいただいております。 

 今般の診療報酬改定では、消費税増税に伴う薬価や医療材料の仕入れ負担増などへの対

応として、診療報酬本体0.63％、薬価医療材料分として0.7％、合わせて1.36％ふえていま

す。しかし、消費税増税分を加味しなければ、診療報酬の本体はわずか0.1％の引き上げで、

薬価、医療材料分は逆に1.36％引き上げとなっていますので、ごちゃごちゃ言いましたけ

れども、結論的にはマイナス1.26％の引き下げになっているわけですね。これでは、この

診療報酬改定を受けても、実質上の市立病院の損税負担は解消しないと思うんですけれど

も、現状について改めてお伺いをいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越勝利君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 石松議員のご質問に答弁させていただきます。 

 消費税の増税にかかわる損税負担につきましては、医療機関はおっしゃるとおり、医薬

品、あとは診療材料、医療機器などの購入時に消費税を支払っている状況でございます。 

 今回の診療報酬改定がありましたが、当然診療報酬は非課税であるため、患者さまに直

接転嫁するというとことはできません。消費税に関しましては、実質的には医療機関の負

担という形になっております。 

 市立病院の平成25年度の決算額での消費税を申し上げますと、消費税５％で約1,200万円、

８％で試算しますと1,920万円となります。増税による負担額は720万円となります。 

 今回の診療報酬改定による影響ですが、厚労省の方の消費税負担という部分の病院に関

しましての提示していただきました診療報酬の基本料の見直しという部分では、初診料で

120円、再診料で30円の入院基本料の平均２％引き上げということがございました。 

 これらの引き上げ分を平成25年度の患者数で実績を試算しますと、医療収益で約330万円

の増となりますが、消費税増税による負担額が720万円でございますので、診療報酬の引き

上げ分は増税額の半分にも満たないような状況でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。前回の質問で取り上げたときに、事務局長の方

は経営努力もしますということもおっしゃったんですけれども、これは制度的に出てくる、

私は損失だと思うんですね。この損税負担については、経営努力の問題ではなくて、構造

的な問題として一般会計からの基準外繰入金の中ですね、病院運営補助金というのがござ

いますけれども、そちらの方で私は加味をすべきものではないかなと思いますが、そちら
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の方の判断はどのようにされているのでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 先ほどの答弁の中で、前回お話した部分で、経営努

力という部分は消費税、当然病院の方で物を買っておりますので、そういう購入費の部分

の交渉をしまして、いかにでも原価的な部分を安くして消費税の負担分を軽減するという

内容です。 

 あと現在、市の方から財政の部分で病院の方を援助していただいている部分が約5,000

万という形で入っておりますので、その中の部分で病院の方の損税部分といわれる部分を

対応していきたいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） わかりました。決算、予算等々を見るときに、その辺について

は私どももきちんととらえて分析をしていきたいと思いますので、執行部の方の対応もぜ

ひとも制度的問題として対応をしていただくようにお願いをしたいと思います。 

 あわせまして、消費増税ではなく、今回の診療報酬改定による影響についてであります。

これが亜急性期の病床が９月でなくなってしまって、地域包括ケア病棟が新設をされると

いうことだとか、あるいは訪問診療の際、在宅時医学総合管理料というんですか、専門用

語で、そのお金が１人月当たり５万円であったのが、同一の建物に入居して初回訪問を診

療する場合、１日２人以上になったら、この５万円が１万2,000円、約４分の１ですか、に

引き下げられてしまうというような診療報酬改定の中身がございます。そういう意味で、

市立病院に与える影響もあるんじゃないかなと思うんですが、この辺についてお尋ねをい

たします。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 地域包括ケアベッドの方なんですが、こちらの方は

実際も今まで病院の方は急性期という病床でしたので、当然そこは出来高払いという形で

なっておりました。 

 病院の方は、特に県中央病院さんとまた違いまして、急性的な患者がそうおりませんの

で、入院単価の方非常に安くなっております。その金額と比較しまして今度の地域包括ベ

ッドの方は包括という形になりますので、単純に計算しますと１日当たり8,000円程度上が

るような形になります。ただ、出来高払いの部分で考えます部分で考えますと、当然医薬

品、あとは検査、そういうもろもろが全部含まれたという金額になってきますので、病院

としては病床を変更することによって収益的な部分はふえるという試算を一応しておりま

す。 

 あと、在宅に関しまして、診療報酬改定に伴いまして、グループホームとか施設等に訪

問する際、１日当たりの対応する患者さんの数という分の制約が今回できましたが、今ま

で病院の方では施設等には伺っていない状況もありまして、行ったとしてもそこに患者さ
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んが１名しかいなかったという状況もありますので、その影響に対する減算的な部分はあ

りません。今基本的な部分ですと、やはり在宅を１件でも多く市民の皆さまの期待に沿う

ような形で伺っていきたいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 訪問の方は施設に行って、本来訪問しない、在宅じゃなくても

いいような患者さんも訪問診療させて、そして施設の事業主が訪問診療していただいてい

る病院にバックマージンを払うという、そういうような不正をやっているということを防

ぐということでこの制度が導入されたというふうに聞いておりますが、市立病院ではそう

いうことも当然ないでしょうし、今の現状の中ではこの制度の影響はないというふうに伺

ったので、非常によかったかなと思います。 

 それと、地域包括ケア病床の件については、ある意味、市立病院が先取りをしてきたこ

との表れではないかなと思いますね。だから今回の診療報酬改定の方がやっと市立病院の

事業に追いついてきたという意味では、私は市立病院にとっては環境はよくなってきてい

るのかなというふうに判断をいたします。 

 そこで基本的設計に向けた検討状況についてなんですけれども、行政機能の併設につい

ては、地域包括支援センターだとか、保健センターを併設するということを伺っておりま

すけれども、病床機能だとか、訪問介護、リハビリ、それから医学生、看護学生の臨床研

修等の教育、検討課題が幾つか残っておりましたけれども、そちらの方の検討結果、検討

状況についてはどのようになっているのかご説明をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 残された課題という形になるかと思いますが、現在、

市立病院建設基本計画案を今作成中です。行政機能の併設については、保健センター、あ

とは地域包括支援センター機能、あとは病児支援機能ということを病院に併設するという

形で固めてまいります。 

 また、病床機能は現在、急性期から地域包括病床に転換するという形で地域包括病床と

いう形の急性期から転換する形の病床を設定してまいります。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） ということは、基本設計に向けて新しい病院の機能の中身につ

いては決まりつつあるということなんでしょうか。この決まりつつある内容についてはい

つごろオープンに私どもの方にはしていただけるんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 現在作成しております市立病院建設基本計画書案に

つきましては、６月中に庁議の審議を経まして、部会文教厚生委員会、あと全員協議会の

説明を行った後、パブリックコメントを実施しまして、基本計画を策定し、９月までの基

本設計という形で計画をしておりますので、一応、議会文教厚生委員会の方には来月辺り
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にご説明したいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 日程の方は了解いたしました。 

 機能の中身について、庁内でもう議論が始まっているということなんだろうというふう

に思うんですけれども、今回の、先ほど申し上げました医療介護一括改正法、すごい長っ

たらしい名前がついていますけれども、これには非常に大きな特徴があって、私どもはち

ょうど小泉構造改革のときに救急車のたらい回しということがあって、やっぱり救急の

方々がきちんと、たらい回しをしないで対応するために、重篤な患者さん、重症の患者さ

んを診るベッド、これが７対１看護、７人の患者さんに対して１人の看護師さん、今の市

立病院は10対１ですから10人に対して１人の看護師さんという状況なんでしょうけれども、

重症な患者さんを診るベッド数をふやそうということで、７対１看護というのが導入を小

泉構造改革のときにはされたんですね。 

 ところが、それ以降８年たって、こちらの方に手厚く診療報酬、点数が加算をされたた

めに８倍もの数にふえてしまって、ふえ過ぎちゃった。ふえ過ぎちゃったんで、今度は地

域包括ケア病床を導入して、こちらの方の７対１の看護の方を減らしていって、在宅支援

ができる方の病床をふやしていこうというような内容になっているのが、私は今度の診療

報酬の改定であり、医療法制の改定の中身なのじゃないかなというふうに思うわけです。 

そういう意味では、先ほど申し上げました団塊の世代の方が75歳以上になっていく、そ

ういう中ですべて病院の中で医療を診るのではなくて、在宅で病気を治していけるよな、

そういうような医療環境に国全体で変えていこうという、そんな方向性が感じられるのか

なというふうに思っています。そのことについては病院の建設協議会の答申の中にも触れ

られておりますし、そういう状況を踏まえてあのような答申が出されて、その状況にあっ

た30床の市立病院が今度は新築されていく、そういうふうに理解をしています。 

 ただ、私はもう二つ問題を感じているんですね。今回の法律で「地域における」という

言葉が法律の頭についています。これで私が思うのは、やっぱり地域での体制づくりとい

うのをきちんと国で全部見るんじゃなくて、考えていけよというような意味合いも含まれ

ているんじゃないか。その証拠に、今度病床の機能別に病院が県に対して報告をしなけれ

ばならないという報告制度が今度の法律改正の中で導入をされます。その報告に従って県

は地域医療ビジョンというのをつくらなければならなくなるわけですね。 

 そしてもう一方では、消費税が上がって、消費税は全てもう使い道が決まっていますか

ら、社会保障の充実に使えるのは値上げ分の１％しか残ってないんですけれども、この１％

をどう使うのかということで、この地域医療体制、地域医療ビジョンについては早急に結

論を出していって消費税をどう使うかという議論にリンクをさせていかなきゃいけない、

そんな動きが私は国の中にあるんじゃないかなというふうに思うわけですね。 

 そうなった場合、報告制度の中の文章を見ますと、高度急性期、急性期、回復期、慢性
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期の四つの病床に区分をして報告をしなければならない。その報告に基づいて、ここで言

えば水戸保健医療圏の地域医療ビジョンが県で計画を立てられるわけですね。 

 ところが、今度の市立病院は地域包括ケア病床になるわけですけれども、この地域包括

ケア病床というのは、先ほど私が申し上げました高度急性期、急性期、回復期、慢性期、

どこにも出てこないんですが、この報告制度が入った場合、市立病院というのはどういう

形で病床の機能については報告をされていくんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 議員のおっしゃるとおり、地域包括ケアという部分

は、他職種も含めて、この地域ですと、例えば笠間の中では県立中央病院さん、あとは民

間の病院さんという形で、当然うちの病院も含めた形で機能分化を求められ、それから役

割も当然求められる形が今国が示されている内容だと思います。 

 当然、その中で今回10月から病院の状況を県の方に報告するんですが、その中は病院の

方のレセプトというところで診療報酬の内容を報告するような形になってきます。という

ことは、病院の全てがそのデータの中でわかってしまうということになりますので、県の

方はそのデータを集めまして、笠間地区も含め水戸医療圏の方で医療はどうするのかとい

う部分を考えていくと思います。 

 当然、病院の方も今回地域包括ケア病棟・病床というものをつくる方向でありますが、

この病床は回復期という部分に入ってくるような形になりますので、四つの分類に分けれ

た中では回復期という機能に含まれます。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） ということは、回復期になるということは、中央病院からの急

性期の病床からの、退院はしなきゃいけないけれども、もう少し治療を受けたほうがいい

という患者さんを市立病院は受け入れるということと同時に、地域包括ケア病床ですから、

在宅の方ですよね。在宅の方が緊急に具合が悪くなったときに、そういう緊急的なものも

市立病院で受け入れなければならないというような、そういう病院として指定をされる、

あるいは市立病院の方からそういう病院になろうということも出すんでしょうけれども、

そういうふうになっていく、水戸保健医療圏の中でそういう位置になっていくという理解

でよろしいんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 議員のおっしゃるとおりです。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） となると、やっぱり私は地域包括センターとの連携というのが

大きなポイントになってくると思います。これも地域包括ケアの質問をしたときに、やっ

ぱりなくてはならないのは24時間介護体制ですね。自分の在宅で、自宅で病気を治そうと

するのであれば、治療をしようとするのであれば、それから慢性期的な症状でずっと生活
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をしていくのであれば、それを24時間ケアできるような在宅の医療介護体制というのが求

められてくると思うんですけれども、法律で言うと、定期巡回臨時対応型訪問介護・看護

というふうな言葉が使われているみたいなんですが、こういうことも新しい病院をつくる

ときに、機能を決めるときに、こういう視野も私は一つ必要ではないかなというふうに思

うのが一つなんです。 

 それともう一つは、子育て支援事業との連携ということで、病児保育の支援というのが

議会の方に示されている文書の中にはござました。この病児保育なんですけれども、子育

て支援の場合、病児保育だけが子育て支援ではございません。私は、救急の問題ですね、

今平日の夜間と日曜日、市立病院でやっていただいておりますけれども、実は県立中央病

院の方が永井院長先生の「断らない救急」という先生のポリシーもあるからなのかもしれ

ませんけれども、水戸医療圏の中で、日赤だとか、国立医療センターだとか、済生会とい

うのはなかなか救急を受け入れてくれない。そういう人たちが全部中央病院に回ってきて、

非常に中央病院は大変な状況になっているんですね。 

 残念ながら、笠間の市民の方もレントゲンだとか、検査だとかは市立病院ではできない

ので、直接市立病院には来ないで、直接中央病院に行ってしまう。救急の場合ですね、行

ってしまうというような状況もございます。 

 それから子育て中の方ですね、この方はやっぱり小児救急で市内で頼れるところがない

というのがやっぱり実情なんですね。どうしても水戸の子ども病院の方に緊急の場合は行

かざるを得ないというのも実情です。お医者さんの問題もございますから、非常にここは

難しいところかもしれませんけれども、ぜひ新しい機能を議論する中で、この小児救急、

一時救急、これも病児保育とあわせてぜひ検討の観点として持っていただきたいなと思う

んですけれども、この二つについてお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 当院は一昨年から在宅支援病院ということで、訪問

に関しましては、医療の方ですが、これは24時間体制という形で届けを出してありますの

で、在宅の診療に関しましては24時間という形でご理解いただければと思います。 

 あとは、新しい機能の中に、今回行政機能の併設もございますが、そういう部分では、

当然高齢介護がらみの地域包括支援センターの絡みですと、例えば在宅の患者さまの情報

とか、リアルタイムに取られるという部分で、当然訪問看護、訪問診療という部分にもつ

なげていきたいという形なものですから、今現在医療からの訪問看護をしております。体

制的にはまだ24時間体制という形にはなりませんが、今病院の方では、訪問看護は稼働し

ております。件数は少ないんですが。あとは訪問リハという形の目標も掲げております。 

新しい病院の機能になったときには当然在宅に向けての機能の集約化という部分も出て

くるかと思いますので、当然新しい機能の中には訪問を重視した訪問看護、訪問診療、あ

とは訪問リハビリというものを集約できるんではないかと考えております。 
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 続きまして、あとは病児保育に絡みまして、体制の中で小児対応ということなんですが、

当然、先ほど県中さんも含め、水戸医療圏という部分で、国、当然県の方では、医療圏の

中で機能をきちんと分割しなさいよと、機能をそれぞれ考えなさいよというテーマが出て

おりますので、当然病院も市民のことを考えれば、お産だとか、小児科という部分を重要

だと思っておりますが、現在病院の方としましては、先ほども言いましたように、在宅診

療を中心にした病院をしっかりやっていくという形で決めさせていただきますので、ドク

ターの部分は先だって筑波大学との連携がありましたように、総合診療医というものを２

名来ておりますので、そういったところで当院の院長並びにドクターたちも総合診療とい

うことを掲げています。当然それは小児から高齢者を診る形ですので、小児の患者さまも

診る形ですので、病院としましてはそういう形の身の丈にあった医療をやっていきたいと

思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 笠間市の地域医療計画の必要性についてなんですけれども、笠

間市内には1,255病床あって、一般が615、療養が640ということなんですけれども、この640

の療養で今回の医療法の改正の中で、市立病院と同じように地域ケア包括病床にかわって

しまうという可能性もあるわけですね。そうしますと、せっかく市立病院をつくっても機

能分担がどうなるのかということも笠間市の中で出てくると思うんですね。 

 それからもう一つは、今ほどご答弁いただいた内容についてなんですけれども、この市

立病院の新築問題について、実は私は友部第二小学校区に住んでおります。友部第二小学

校区というのは非常に今住宅がふえておりまして、小学校の１年生もふえている所なんで

すね。ということは、子育て世代が多い地区なんです。そこの方というのは余り市立病院

の建てかえに期待をされてないんですよ、残念ながら。 

この前、子ども福祉課の方にも申し上げたんですけれども、去年の冬ですか、インフル

エンザがはやったときに、子どものインフルエンザの予防接種をしたいと。このインフル

エンザの予防接種ができる病院、ワクチンがある所がどこだか知りたいからと市に問い合

わせをしても、どこもわからなかった、把握してなかったという状況なんですね。 

そういう意味で、子育て世代に対する医療の観点からの支援というのはどうなっている

んだという、そんな疑問もあったり、市立病院に正直申し上げて期待をしていない部分も

あったりするんですね。ぜひとも在宅であれば24時間やるということもあるんでしょうけ

れども、この子育て世代へ向けたアプローチというか、子育て世代も市立病院の新築には

期待できるよというような、そんな内容でぜひとも機能の中身については検討していただ

きたいなと思うんです。 

 それともう一つは、繰り返しになりますけれども、水戸保健医療圏での地域医療ビジョ

ンというのはありますが、しかしながら、県中もありますし、市立病院もありますし、い

ろいろな診療所もあります。笠間市としての地域医療計画というのもあってもいいんじゃ
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ないかなと思うんですが、その辺についてはどのようにご所見をお持ちでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 今ご質問の中で、病床のところで地域包括ケア病床

がほかの病院でもあるんではないかというお話でしたが、ないということはないと思いま

す。 

 ただ、一般急性期から地域包括ケア病床に移行することはあります。ただ、状況としま

してはリハビリ機能を持ってないとなかなか移行が難しいということ、あとは療養病床か

ら地域包括ケア病床に移行することもないとも言い切れませんが、あくまで療養病床はご

存じのとおり慢性的な疾患の患者さんがいる病床ですので、余り活発なリハを行うという

ことがありませんので、リハを持っている形ですと、あり得ますけれども、ただ、スタッ

フ的に看護師さんの数とか、ドクターの数とか、いろいろな制約がありますので、既存の

ところから新たなところをチャレンジするというのもなかなか出てこないのかなという部

分がありますから、上から下に降りる部分は可能性的にはあるかと思います。 

 あとは、友部地区等でいろいろインフルエンザとか子育て支援とかいろいろございまし

たが、病院としましては、やはり今回病院を建てる方向のところで考えますと、新しい病

院を建てる場所がちょうどキッズ館の近くという形もありますので、当然そこには市民の

方たちの利用も非常に高いものですから、当然今議員がおっしゃる部分でちょっとした病

気は当然うちに来なくちゃいけない部分なんですが、断らない医療ということで、県中央

さんの方で動かれている部分がありまして、そちらに行くお子さんを持った家族が多いと

なれば、もっとうちの方のＰＲを含めまして、キッズ館の隣という部分もありますので、

小児も診られる、外来ができるという形をきちんとＰＲをしていきたいと思っております。 

あとは、笠間市のビジョンということなんですが、当然これは県が策定するものでござ

いますので、水戸医療保健機関の中の一つの病院ですので、当然そういうものを踏まえな

がら適切に対応していきたいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 建設費用の問題に移りたいと思いますけれども、これは１回議

会の方にも説明をいただいておりますが、国立医療機構の指針に基づく試算ということで、

医療機器が５億、それから病院の本体が30床として５億、備品だとか、そういう外構等で

15億ですか、リハビリの施設を入れると１億かかるから、総額16億になると。しかし、後

年度負担のことも考えて２割圧縮して13億と考えていると説明がございましたが、この説

明でいいのかどうかということと、申しわけございません、時間がないので、ＰＦＩの検

討もされているというふうに伺っておりますが、こちらの方の検討結果についてもあわせ

てご答弁ください。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 議員がおっしゃるとおり、前回議会向けにそういう
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数字の部分で６億から13億という形でご報告させていただきましたが、今回ご存じのとお

り国からの調査ということで委託を受けたＰＦＩの経営コンサルがまいりまして、病院の

建設内容を踏まえまして試算していただきました数字を見ますと、金額的には21億円、行

政機能もあわせたという形で考えますと、面積が4,000平米という形になっております。 

 あとは、ＰＦＩに関しましては、可能性調査の実施業者、先ほど言いました経営コンサ

ルの方からの報告書を見ますと、非常に状況的には当院の規模的な部分を考えますと、非

常に厳しいのかなという状況で考えています。当然、いろいろな方法はございますので、

ＰＦＩも含め、いろいろな部分も検討しながら何が一番いいのかという形を考えていきた

いと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 私も、ＰＦＩは失敗している病院たくさんございますのでどう

なのかなと思うわけでございますけれども、ただ、ちょっと気になるのは、ＰＦＩの検討

結果がどうなるかは別にしましても、７月にはパブリックコメントに先ほどおかけになる

というふうにお聞きしましたけれども、これまでの議論の中でもいい病院をつくるのはい

いけれども、その資金をどうするんだという市民の意見もあったのも事実なんですね。こ

れは基本設計が決まっていく過程で、病院をつくる資金についてはどうするかということ

はどのような形で市民の方に提案されるんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） 現時点での概算事業22億円の財政内訳なんですが、

行政機能の一般会計負担が約５億円、繰出基準に基づく一般会計繰出金は約８億円、国庫

調整交付金の事業の国庫補助金が約5,000万、病院事業債を含めた病院の負担額が約７億

5,000万と想定しております。実施に当たっては、できる限り財源確保に努めてまいりたい

と考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） ということは、７億5,000万借金をするということですよね。基

本設計に向けた説明の中であわせてご説明をいただだけるんでしょうけれども、ぜひとも

きちんと資金の確保先というか、確保方法についても明確にしていただきたいと思います。 

 この市立病院の建てかえに当たってなんですが、ライフサイクルコスト計算というのは

この基本設計と一緒に提示をされるんでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 市立病院事務局長打越君。 

〇市立病院事務局長（打越勝利君） ライフサイクルコストの計算ですが、当然やはり金

額も大きい建物ですし、長期的な部分でいろいろな部分のランニングコストも当然考えら

れますので、その費用に関しましては将来の負担軽減のためにも設計の中に含めた形で検

討してまいりたいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 
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〇１３番（石松俊雄君） わかりました。それでは、次の方に関連しますので、次の質問

に移りたいんですが、よろしいですか。 

 資産管理、資産管理と申しましても、公共施設の資産管理という意味でお尋ねを申し上

げたいんですけれども、いつぞや、これはおととしの９月議会で私も１度取り上げており

まして、その際は、この資産管理の問題と一緒に会計制度の問題ですね、これは笠間市の

場合は総務省方式改訂モデルというのでやっていたんですけれども、これでは資産の減価

償却費というのが明らかになってこないので、ぜひとも固定資産台帳に基づく基準モデル

を採用してほしいというようなことを申し上げたんですが、その当時は採用しませんと、

総務省改訂モデルでいきますという答弁だったんですが、その後、いろいろな検討がされ

たんでしょうが、この基準モデルを採用するということになっております。 

その中で、固定資産台帳をつくらないと減価償却費というのは明らかになってこないわ

けですから、今固定資産台帳の作成に向けて取り組みが進められていると思うんですね。

当時もそういう固定資産を一括管理する部署が必要じゃないですかと申し上げたんですけ

れども、これも担当部署でワーキングチームをつくってやるというご答弁だったんですが、

これが基準モデルを導入するということとあわせて、資産管理についても資産経営課とい

うのができています。私は非常に前進をしているなというふうに思うんですが、この資産

経営課の中で今固定資産台帳の整備が進められていると思うんですが、この資産台帳の整

備の進捗状況についてご説明いただけないでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 総務部長塩畑正志君。 

〇総務部長（塩畑正志君） 13番石松議員のご質問にお答えいたします。 

 平成24年度から25年度にかけまして、財務書類の基準モデルの導入に伴いまして、金融

資産のほか、土地、建物、道路、上下水道、物品、財産権など、市が保有する全ての資産

の把握を進めてまいりました。例えば建物につきましては、１軒ごとに取得年度や耐用年

数、再取得価格等を把握し、道路につきましては、道路延長や工事の平均単価をもとに、

再取得価格を算定するなど、全ての資産について統一的な考えにより固定資産台帳を整え

ました。これにより現在の価値で、笠間市はどれくらいの資産を持っているか、各施設が

どの程度老朽化しているかなどが明らかになりましたので、今後の資産の更新や統廃合を

検討するデータが作成できたと考えております。 

 特別会計を含めます笠間市全体の平成24年度末における非金融資産の状況は、件数が１

万2,613件、現在価値では1,364億円となっておりまして、内訳のものとしましては、建物

は552棟で194億円、道路は総延長1,478キロのうち舗装延長で965キロメートルで467億円と

なっております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 固定資産台帳は整備をされたということなんですが、特に建物

ですね、552棟194億ですか、これについて、私はライフサイクルコストをきちんと計算を
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して、今年度この建物を維持していくのか、廃止していくのかということも含めて、検討

するためにライフサイクルコストの計算は、私は試算は必要じゃないかなと思うんですが、

これについてのご見解をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 総務部長塩畑君。 

〇総務部長（塩畑正志君） これから資産の更新とか老朽化、そういうものに対応しまし

て、ライフサイクルコストを取り入れるべきではないかという話ですけれども、まず、新

しい建物を建てる場合、それについては一定規模の建物につきましては、そういうものが

必要なんではないかなと思います。 

 あと、既存の建物につきましては、全部の建物については考えておりません。それと、

どちらかと言いますと、既存の建物につきましては、それをどのように長寿命化を図って

いくとか、そういう観点で計画というか、これから策定をしていく段階でありますので、

その中で考えたいと思います。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 資産経営課ができて資産管理をしていくということにこれから

なるわけなんですけれども、資産管理をどういうふうにこれからやっていくのかという中

身なんですね。この事業についてはやりますということが総合計画の後期計画の中にも書

かれているんですが、具体的にはどういうことをやろうと考えていらっしゃるんでしょう

か。 

〇議長（小薗江一三君） 総務部長塩畑君。 

〇総務部長（塩畑正志君） 現在の保有資産の管理でございますけれども、学校施設につ

きましては、笠間市の公立学校の施設整備事業計画に基づきまして、耐震補強であります

とか、大規模改修を行っております。公営住宅、橋梁、公園、下水道処理施設等につきま

しては、それぞれ長寿命化計画を策定しております。また、水道の浄水施設につきまして

は、施設の整備計画を策定して維持管理を計画的に進めておるところでございます。今の

ところ、その他の施設につきましては、各課ごとに施設を管理しておりまして、施設に支

障が発生したときに随時修繕を計画的に行っているということでございます。 

今回、先ほどありましたように、資産経営課をつくりました。各課の横断的というか、

統一的な管理をしなきゃならない、施設の管理をしなきゃいけないということで、今回作

成しましたデータに基づいていろいろと今後のどのくらい老朽化が進んでいるかというの

を把握しながら計画をつくって修繕を進めていきたいと思います。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 長寿命化を図る、これ、前回の質問のときにも申し上げている

んですけれども、長寿命化を図るか図らないか、その施設が必要ないのか必要じゃないの

かという判断を、私はぜひ市民に投げかけていただきたいと思うんです。市民がそれを判

断するときに、この建物がどれくらいの期間あともつのか、その期間をもたせるためにど
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れぐらいの費用が必要なのか、使用頻度はどれくらいなのか、そういうものを全部出して

いただいて、そこで初めてこの施設が必要か必要じゃないかというのが私は出てくると思

うんですね。イニシャルコスト、ランニングコスト、ありますけれども、そういうものを

全て示していただいて、その中でこの建物については長寿命化するのかしないのかという

判断をやっていく、そういう取り組みが私は必要じゃないかなというふうに思うんです。

そういう意味で、私は笠間市の公共施設の保全計画というのをきちんと打ち出して、その

中で市民と一緒にデータを含めて議論をするというのが求められていると思うんですが、

いかがでしょうか。 

〇議長（小薗江一三君） 総務部長塩畑君。 

〇総務部長（塩畑正志君） ただいまの公共施設の保全計画の必要性ということでござい

ますけれども、本市においてはただいま財政状況が大変厳しくなっていくと。今後は人口

減少により公共施設の利用需要が変化していくということがありますので、公共施設を取

り巻く現状、課題等を把握しまして、10年以上の中長期的な視点で修繕等の維持管理、更

新、統廃合、長寿命化などを計画的に実施して、財政負担を軽減、平準化を図る必要があ

ると考えております。 

 国においても、昨年６月に閣議決定されました経済財政運営と改革の基本方針において、

急速に進展するインフラの老朽化に対する課題が示されまして、11月にインフラ長寿命化

基本計画が策定されました。本年４月に、地方公共団体に対しても、国の方から国の動き

と歩調をあわせて、国のインフラ長寿命化計画の行動計画であります公共施設等の総合的

かつ計画的な管理を推進するための計画策定の要請があったところでございます。 

 以上のことを踏まえまして、本市では今後、公共施設等総合管理計画を策定していきた

いと考えております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 石松君。 

〇１３番（石松俊雄君） 時間ですので、以上です。もう終わります。ありがとうござい

ました。 

〇議長（小薗江一三君） 石松俊雄君の質問を終わります。 

 ここで休憩をいたします。11時15分に再開いたします。 

午前１１時０３分休憩 

                                         

午前１１時１６分再開 

〇議長（小薗江一三君） 休憩を解き、再開いたします。 

 ９番野口 圓議員が所用のため退席をしております。 

 ２番畑岡洋二君の発言を許可いたします。 

〇２番（畑岡洋二君） ２番政研会の畑岡でございます。議長より一般質問の許可を得ま

したので、通告に従い一問一答方式にて質問を始めさせていただきます。 
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 まず初めに、筑波山地域ジオパーク構想についての質問をさせていただきます。 

 ２週間ぐらい前ですかね、広報かさまの５月号の特集記事にジオパークのことが大々的

に書かれておりまして、「地域の自然を活かし守っていく。笠間市をジオパークに」が掲載

されておりました。これを見まして、ジオパーク認定に向けた活動が本格化しているのだ

なということを強く感じられました。また市長の平成25年度の施政方針の中でも筑波山ジ

オパーク構想推進事業について述べられております。 

昨日の一般質問でジオパークについて触れた鈴木貞夫議員も含め、私が所属する産業経

済委員会で昨年７月、男鹿半島大型ジオパークを視察してまいりましたが、振り返れば事

前調査が不十分で、ジオパークについての理解が余り進まなかったことが残念というふう

に後悔しております。また、平成26年度施政方針の中でも稲田駅前に移設された石の百年

館と関連づけて、ジオパーク正式認定に目指していることについても触れられていました。 

私もこの定例会一般質問に向け、１人で平成25年度に、昨年度日本ジオパークに正式認

定された佐渡ジオパークの推進協議会事務局を訪問してまいりました。ここの議場にいら

っしゃる皆さま、佐渡と言ったら何を思い出すでしょう。金山、銀山そして最近はトキで

はないかと思います。金を中心とする佐渡金山の遺産群として世界文化遺産登録を目指し、

またトキと共生する佐渡の里山は平成23年は世界農業遺産に登録されております。そんな

佐渡がさらに日本ジオパークに認定されたわけです。何と欲張りなことだと私は思いまし

た。そんなに手を広げたら大変なことになるだろう。行政としてもそこまでどうするんだ

ろうと考え、訪問前はジオパークという考えに非常に否定的な考えを持っておりました。

しかし、担当者と話をし、また、日本ジオパークネットワーク加盟申請書にあった一文、

「ジオパークには世界文化遺産と世界農業遺産、そして他の資源を包括的にとらえ、つな

ぎ役として期待される」という一文を読み、ジオパークの真の有効性に気がついたわけで

す。少し肯定的に考え始めたわけです。 

 では、笠間市のジオパークはどうなっているんだろうということで、質問を通してその

辺をはっきりさせたいなと思っております。ではまず初めに、ジオパークの定義について

ご説明願えたらと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 答弁を求めます。 

 市長公室長橋本正男君。 

〇市長公室長（橋本正男君） ２番畑岡議員のご質問にお答えいたします。 

 ジオパークの定義についてのご質問でございます。 

 ジオパークとは、地質や地形を見どころとする自然の公園、大地の公園といわれており

ます。貴重で美しい地質や地形を含めた自然遺産を保全するとともに、ジオツーリズムを

通じて地球科学の普及や環境教育などを行い、さらにこれらの遺産を観光資源として活用

して地域社会の活性化を目指すものとしております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 
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〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。要するに、地域の資産をより深く勉強し

て、それを使って営みを活性化させるというようなこと、私もそういうふうに認識してお

ります。 

 では次に、ジオパークの認定についての仕組みを簡単にご説明願います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） ジオパークの認定についてのご質問でございますが、日本

におけるジオパークの認定を受けるには、書類審査と現地審査に合格する必要がございま

す。日本ジオパークネットワークが審査を行います。 

認定条件としては大きく五つございます。一つとして、地域の地史や地質現象がわかる

地質遺産を多く含み、考古学的・生態学的・文化的な価値のある場所があること、二つと

して、地方自治体及び公的機関、地域社会や民間団体によるしっかりとした運営組織と運

営財政計画を持つこと、三つ目として、ジオツーリズムなどを通じて地域の持続可能な社

会的・経済的発展を育成すること、四つ目として、拠点となる博物館やガイド付きツアー

などで地球科学や環境問題に関する教育・普及活動を行うこと、最後に、地域の伝統と法

に基づき、地質遺産を確実に保全するなどでございます。 

 筑波山地域ジオパーク構想の現在の状況については、本年３月31日に日本ジオパークネ

ットワークに対して認定申請書を提出し、４月30日に日本地球惑星科学連合大会において、

新規認定地域６地域でございますが、公開プレゼンテーションを行ったところでございま

す。 

 今後の予定としては、７月18、19日に、日本ジオパークネットワークによる新規認定の

現地審査が行われる予定となっております。その後、８月22日に新規認定地域の決定が公

表される予定となっております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 認定について、そこまでの説明は想定していませんでしたので、

ちょっとあれだったんですけれども、一つだけ確認をしたいんですけれども、審査及び現

地調査、そして認定作業をするのは日本ジオパークネットワークですか。日本ジオパーク

委員会、私は委員会が審査をして、その後ネットワークの会員になるように、私が間違っ

ていれば訂正していただきたいんですけれども、その辺、確認よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 訂正をさせていただきます。今現在我々が入っているのが

日本ジオパークネットワークというところに入ってございまして、今議員がご指摘ありま

したように、審査をするところは日本ジオパーク委員会でございます。失礼しました。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） はい、了解しました。先ほどの日本ジオパークネットワークの、

要するに、今準会員ということで私も認識しておりますので、ジオパークの準会員には何
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ら規定がないというふうにいろいろ調べるとありますので、ただ、これが規定がないから

といって会員に簡単になれるかというと、それは全く別の話だというふうにも認識してお

りますので、その辺、認定作業については頑張ってもらいたいなと思います。 

 ３番目に、次の質問になりますけれども、先ほども佐渡ジオパークのことにも触れまし

たけれども、ジオパークにどんなことを期待するんだろうと、多分これが一番大事なこと

だろうと思うので、よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） ジオパークに期待される効果につきまして、ジオパークは

まちづくりのツールであると考えております。地域の方々が自分の地域のすばらしさを知

り、誇りを持つことが重要で、既に地域で活動されている方々をつなぐきっかけとしても

活用が期待できます。 

 また、ジオパークに認定されると、この地域特有の魅力を発信する機会がふえ、観光業

や地場産業の活性化が期待されるという点でございます。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。ジオパークに、何かに認定されたという

と、観光事業に対するセールストークにもなりますので、そういう期待もあると思います

し、自分の町によく何もないという表現をする方がおりますけれども、何もないんだった

ら人間もいないという極端な話になりますけれども、人が生活をしているということは何

かがあるということ、そこには大地がある、それがまさしくジオパークの基本的な考えな

んだろうと思いますので、この辺、私も視察を通して非常に期待をかけ始めたところでご

ざいます。 

 一般論はこの辺で終わりにしまして、筑波山ジオパーク構想とはいかなるものかという

ことを各論に入りたいと思いますので、まず、筑波山地域ジオパーク構想のテーマについ

てご説明願いたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 筑波山地域ジオパーク構想のテーマでございます。筑波山

地域ジオパーク構想において、メインテーマは「紫峰と霞ヶ浦 ジオが紡ぐ悠久の歴史と

未来へ引き継がれる人々の暮らし」、サブテーマを「地下10キロと海抜ゼロメートルの神秘」

としております。 

 筑波山や加波山、吾国山、愛宕山などの山々は地下10キロのマグマ活動が地殻変動によ

って現在の美しい姿が形づくられてまいりました。霞ヶ浦や関東平野、海抜ゼロメートル

が地球規模に上下する海水自由変動によってつくり出され、風光明媚な風土と景観となっ

たことからこのようなテーマとなっております。 

 笠間市においては国内有数の石材業や陶芸など、産業を発展させてきたこともこのテー

マに含まれております。以上でございます。 
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〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 今のテーマで、10キロの地下からゼロメートル、そして筑波山頂

のところで話はわかるんですけれども、最初私も聞いたときに、それが何で笠間まで来る

んだと。非常にわからなかったんですね。石の百年館につめられております専門家に聞い

て、そのとき私はどちらかというと、茨城県北部の阿武隈山系というか、向こうの方が近

いんじゃないのと言ったら、いや、それは、という話がありましたので、その辺、もう１

回簡単に説明していただければありがたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 昔、何億年も前は海底の底でございました。現在の関東と

いうのは。そこに10キロ地下にマグマが出てきまして、7,600万年前に斑糲岩（はんれいが

ん）というものができました。その後、6,000万年前に、今の花崗岩というものができ、昔

から、西の富士、東の筑波といわれるように、関東平野から望める筑波山というものがで

きております。それが今回のテーマとなっておりまして、地下10キロでマグマが固まって、

そして関東平野の霞ヶ浦というのは海抜ゼロメートルで海水自由変動によってできたと。

それが今回のテーマとなっております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 7,600万年前の話ですと、非常によくわかったような、わからない

ような話になるんですけれども、私もこの辺偶然だったんですけれども、茨城県の県南の

方に茨城県立自然博物館というのがございますね。実はそれを見に行ったわけではなかっ

たんですけれども、そこに行きますと、まさしく筑波山がどういうふうにできたか、なぜ

こういう形ができたかという形がジオラマとして模型があるんですね。今説明するほどで

はないんですけれども、その辺私もまたもう一度勉強したいなと思うようになった次第で

ございます。その辺、テーマとしては、要するに筑波山と霞ヶ浦、それは笠間も含めてこ

の辺はつながっているんだということで、理解した上で次の質問に移りたいと思います。 

 では、推進協議会の組織と運営について伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 推進協議会の組織と運営についてのご質問でございます。 

 地域でのジオパーク化の機運が高まったことを受け、平成24年８月に笠間市、つくば市、

石岡市、桜川市の４自治体と、筑波山神社、筑波大学、産業技術総合研究所の３団体から

なる筑波山地域ジオパーク推進協議会が発足し、平成25年７月には新たに土浦市、かすみ

がうら市の２自治体が加わりました。 

 運営に関しては、同推進協議会で日本ジオパークの認定申請を行うほか、茨城県立自然

博物館など、関係機関との連携、協力を図りつつ、事業計画、予算の検討などを進めてお

ります。 

 また、その下部組織として、各市の担当者や推進協議会、顧問等で構成する幹事会を毎
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月１回程度開催しており、情報共有とともに連携を図りながら事業を遂行しているところ

でございます。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 今説明がありましたように、６市にまたがり、また、筑波大学、

筑波山神社さんですね、等々かなり関係各所の方々が関係されているとわかったんですけ

れども、私思ったのがこれだけいろいろな方がかかわりますと、横の連携かなり苦労され

ていると思うんですけれども、その辺どういうふうにされているのかなというのをご説明

あったらと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 先ほど説明いたしましたように、下部組織として各市の担

当者で構成する、笠間市で言うと商工観光課とか企画政策課、生涯学習課とかそういうメ

ンバーで委員会に出席いたしまして、幹事会、担当者会議として毎月１回程度開催し、お

互いの連携を図って申請に向けての準備を進めてまいりました。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 次の質問に移りたいと思うんですけれども、推進協議会活動のこ

れまでの経過について伺うということであったんですけれども、先ほど平成24年８月の協

議会発足から、今年度３月31日の申請書提出及び４月30日の公開プレゼンテーション等々

の説明があったんですけれども、その他つけ加えることがありましたら、経過について何

かご説明いただきたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 推進委員協議会として、主な活動として、総会とか幹事会

は先ほど申し上げたように重ねて行ってまいりました。そのほか協議会としては、ジオツ

アー、これは３月31日までに14回、講座や講演会、これが20回、「めざせ！ 筑波地域ジオ

パークフォーラム」ということで１回開催したり、それからパネル展示会、これは市町村

ごとに７カ所で開催するなど、ＰＲ活動として推進協議会として事業を行ってまいりまし

た。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。では、次の質問に移りたいと思いますけ

れども、先ほどまで推進協議会全体の流れの話を伺ったわけですけれども、では足元の笠

間市内のことについて伺いたいと思います。 

 まず、ジオパークというものはジオサイトなるものが幾つか集まってできているやに私

も理解しております。ジオサイトに関しては幾つ設定するかは特別なルールがあるわけで

はないというふうに伺っております。きのうですか、15カ所か16カ所という話がありまし

たけれども、その辺、今回全体ではなくて、笠間市内のジオサイトの特徴と呼称について

伺いたいと思います。よろしくお願いします。 
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〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 笠間市内のジオサイトの特徴と呼称についてのご質問でご

ざいます。 

 笠間市内には多くの地質資源や史跡が点在し、一つ一つが魅力的で特徴的なものでござ

います。認定申請書の中では、笠間市のジオサイトとして16、うち、主要なものとして五

つの候補を挙げております。その中でも特徴的なものを申し上げますと、国内でも有数の

御影石の採石場を持つ稲田地区の石切山脈や鎌倉時代に築かれた笠間城址や石倉、大黒石、

歌うたい石などの奇岩がある笠間地区の佐白山がございます。 

 呼称について、筑波山地域ジオパーク構想と明示した施設や設備は正式に認定後、推進

協議会において統一した看板の表示方法など、全体的なルールを検討してまいりたいと考

えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 例を挙げていただいたんですけれども、稲田地区、笠間城を含め

た佐白山地区、あと、今説明がなかったのかもしれませんけれども、岩間の愛宕山地区等々

の話もこの広報かさまには書いてありましたので、その辺もあるのかと思います。これに

ついての細かい話はまた後で運営計画、組織についてのところで質問したいと思いますの

で、ここだけで伺っておきます。 

 では、次のジオツアー、よくジオツアーって先ほどから出ておりますけれども、ジオツ

アーとはどんなものかということをコースやストーリーを例にしてご説明していただけた

らと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） ジオツアーのコースやストーリーを例にして、笠間市内の

ジオサイトの活用についてのご質問でございます。コースやストーリーとして稲田地区か

ら笠間地区のコースを例に答弁させていただきます。 

 稲田地区の石材業と笠間地区の笠間焼は一見別々な歴史を持ち、別々な発展をしてきた

地場産業でございますが、ともに6,000万年前に花崗岩質マグマにより形成された花崗岩に

由来します。花崗岩はそのまま稲田御影石として笠間市の石材業に発展し、寄与してまい

りました。一方、花崗岩が風化作用により粘土となり、笠間焼として江戸時代中期から発

展してまいりました。 

このように、地質現象をキーワードに、新たなストーリーをつけ加えることで市内を回

遊する新たな目的となり、滞在期間の増加や新たな交流人口の創出が図れるなど観光振興

に寄与できるものと考えております。 

 また、ジオパークの活動を通じて環境保全や自然科学の教育、さらには地場産業や地域

の活性化に活用し、つなげていきたいと考えております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 
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〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。ジオサイトも幾つかある中で、全ての整

備が整っているとは思いませんけれども、その中でジオサイトの整備状況、今の、例えば

稲田地区に関する整備状況に関してご説明いただけたらと思います。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 稲田地区につきましては、今年度の３月30日に石の百年館

がオープンいたしました。それから駅前の歩道整備とか、ジオツアーのコースを整備して

いきたいと考えております。それと、誘導のサイン計画、そういうものも計画の中に入れ

て、今後はジオツアーができるものとして進めていきたいと考えております。以上でござ

います。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。とりあえず、次に進めたいと思います。

では、次の笠間市内のジオサイトの運営計画と組織についてなんですけれども、まず、ジ

オサイトの推進組織及び運営というのがどのように今なっているのかを、稲田地区だけで

結構ですからご説明いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 稲田地区という限定でございましたけれども、稲田地区に

ついては今「考える会」という組織を立ち上げて、まちづくり駅周辺活性化プランに基づ

くまちづくり、地域活性化に向けて今取り組んでいるところでございます。その中でジオ

サイトを今回この中に取り入れて、地区の方にご理解をいただきながら現在進めていると

ころでございます。そういう中で地元の意見を聞きながら地域の整備をしているところで

ございます。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 今、私の方から稲田地区と限定してしまいましたけれども、ほか

の何かご説明があるようでしたら、ほかの地区、よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 推進組織と運営ということでございます。 

現在、笠間市において、筑波山地域ジオパークサポーターという会員を募集しており、

現在登録されている方が23名、大変少ないんでございますが、市内の個人や団体、関係機

関を中心にサポーター会議を７月に開催し、組織体制やジオサイトの内容について今後検

討していきたいと考えております。 

 また、庁内の推進体制につきましては、企画政策課を中心に関係各課と横断的な連携を

図り、役割分担を明確にして進めていきたいと考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。では、この次なんですけれども、中期計
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画と長期計画と予算計画についてということになっているんですね。非常に細かい話なん

ですけれども、この辺が申請書を書くに当たっての手引きにこの辺がいろいろ書いてある

んですね。ですから質問させていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） ご質問は中期計画、長期計画と予算計画ということでござ

いますが、私としては中長期的な考えとして答えさせていただきます。 

 筑波山地域ジオパークの認定申請をもとに、総会において申請書が構想計画というよう

なことでとらえ、推進協議会では今後実施計画の策定を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

笠間市としては、それらを受け、市内のジオサイトの魅力を向上させるために、学術的

な視点や専門家の方の意見をいただきながら、ジオサイトの総点検を行い、中長期的な方

針を定めていきたいと考えております。 

 予算計画としての推進協議会、笠間市の事業計画に基づき、推進協議会への負担金や講

演会などの各種事業費、看板やパンフレットなどの整備費を確保してまいりたいと考えて

おります。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 予算についてなんですけれども、平成25年度に新規事業として筑

波山地域ジオパーク構想推進事業として17万9,000円が新規に計上され、26年度は活動を大

きくするために、正式認定を目指すということで39万7,000円というふうにふえているんで

すね。それがどうのこうのではないんですけれども、いろいろあちこち調べますと、石の

百年館、広報かさま４月号に書いてある石の百年館運営事業稲田駅前351万1,000円、これ

が稲田御影石のＰＲと筑波山地域ジオパーク構想の観光拠点として稲田駅前敷地内にオー

プンしたというふうに書いてありまして、この辺がどの辺に基づいた、要するに、ジオパ

ーク構想に軸足を置いた予算なのか、交流センターとしての軸足を置いた予算づけなのか、

結果的にはどちらでもいいという答えが返ってくるのかもしれませんけれども、結局私が

聞きたいのは、今どのくらいのお金が関連費用として動いているのかなというのが、こう

いうのを見ると、ひょっとしたらかなり大きな額が関連づけられるのかなと思いまして、

その辺わかりましたらよろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 直接的な予算ではございませんが、ジオ関連予算として、

笠間芸術の森公園、愛宕山周辺地区都市再生整備計画において稲田駅周辺の整備として駅

前広場に1,000万円、歩道空間整備に2,500万円、ハイキングコースの整備として950万円な

どを計画しております。 

 先ほどの負担金としては協議会への負担金なども含めてございます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 
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〇２番（畑岡洋二君） 要するに、いろいろなお金が関係すること自体は仕方ないことだ

と私は思っていますので、何を言いたいかといいますと、要するに、いろいろな部署がか

かわる、予算がかかわっていると。要するに、市役所の中の部署間の連携をきっちりとや

らないとうまくいかないだろうということをはっきりとここで申し上げたいと思いまして、

予算のことをちょっと触れたことになりますので、その辺、先ほど申し上げた自治体間の

連携、当然ですね、市庁舎の部署間の連携、そして先ほどの市役所と地域住民との連携、

いろいろな連携が必要になってくると思うんですね。また、その連携をすることがジオパ

ークのいいことだと思っておりますので、この辺触れていただければなと思います。よろ

しくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 確かに、協議会として進めている以上、連携というものは

欠かせないものでございます。そういうことで、推進協議会の下部組織で構成する各市町

村の担当者会議では、連携を取りながら今認可申請に向けて事業の内容のチェックとか、

全てを行っているところでございます。それから庁内組織として今現在ございますが、そ

の中も連携を取りながら今後は進めていきたいと考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 非常に期待しておりますので、庁内の連携をきっちりとやってい

ただきたいと思います、 

 ジオパークについての最後の質問になりますけれども、ジオツーリズムと持続的な発展

に向けての戦略ということできましたけれども、１、２、３と、ジオツアーの実績、内容、

今後の計画に地域経済の発展に向けた展望について、３、経済発展と自然環境の保全の両

立に向けての戦略について、個別でもよろしいですし、まとめてでも結構なので、この辺

ご答弁いただけたらと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 昨年の実績でございますが、新春ジオハイキングとか、そ

れから石の百年館の竣工イベント、ジオツアー、そういうものを開催してございます。 

今年度に入りましては、今回のジオというのが盛り上がりができた関係で、大好き笠間

ネットワーカー連絡協議会で愛宕ハイキングコース、そういうものも自主的に取り組まれ

ているようになってきております。今年度５月16日に市民向けの出前講座を開催して、ジ

オパークの理解とか、サポーターも募集、そういうものも今現在行ってきました。 

 今後の計画としては、ジオガイドの研修を兼ねたジオツアーの開催とか、ＪＲ東日本が

企画する「駅からハイキング」など、民間会社や市民団体が主催する各種ハイキングなど

を連携してジオツアーを開催してまいりたいと考えております。 

 地域経済の発展に向けた展望ということでございます。 

 ジオパークに認定されると、地域の特有の魅力を発信する機会がふえることで、新たな
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交流人口の創出などが期待できると思います。構成市と地区を超えた広域連携を図ること

で、つくば方面からの誘客や滞在型観光の推進などが図られ、観光振興に寄与できるもの

と考えております。さらに、稲田石や笠間焼など、地場産業、地酒などの特産品などを新

たな価値を付与することによりブランド力の向上など、地域経済の発展にも期待できると

思っております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございました。最後に、経済発展と自然環境の保全の

両立に向けての戦略というところが余りなかったようなんですけれども、昨日も笠間城の

質問がありましたし、また昨年12月の私の定例会の一般質問でも触れたように、佐白山周

辺の環境整備について触れたわけですね。そのときに、昨日の産業経済部長の答弁にもあ

りましたように、非常に管理が難しいといういうふうな話で済んでしまうことが多いと。

ですから佐白山に関しては環境保全と環境整備、この辺をきっちりとうまくやってほしい

なというのが、私のこれまでの一般質問の趣旨でもあるんですけれども、この辺、答弁い

ただけたらなと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 自然と景観保護の両立は目指していくべきと考えますが、

自然保護法、それから茨城県立自然公園条例、森林法との調整がございまして、また、今

回のジオサイトの地域というものは国有林であるため、営林署調整も必要と思われますの

で、今後の関係課と連携してジオサイトにふさわしい景観になるよう今後関係課と調整し

ながら進めてまいりたいと考えております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。何をやるにしても関係各所との連携、調

整、大変だと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

 最後にもう一つだけ、何でこんな細かい質問をするんだと思われる方がいらっしゃると

思います。確かにそうです。私、担当部署へ行って加盟申請書をいつオープンにできるん

ですと。要するに、それがオープンになっていればこんな細かいことを私は聞かなかった

かもしれない。さらに、何か事業をするに当たっては、必ず基本計画書なるものがあるで

しょうと。６市にまたがった全体の基本計画も当然あるでしょう。でも、市で単独でやる

べきことも当然あると。であれば、市単独の部分の基本計画はあってしかるべきでしょう

と。それがないと、大勢の人が動くためには、要するに、地図も持たずに団体が旅行に出

るようなものだと。どこに行って何をしているのかわからないと。そういうこともありま

したので、本当はもっと細かいことを聞ければよかったんですけれども、早いうちに基本

計画なるものをオープンにして、そうすれば、それじゃおかしいだろ、いや、その方がい

いという皆さんの意見がまとまるだろうと思いますので、その辺を期待してジオパークに

関する質問は終わりにしたいと思いますが、最後に何かありましたら。ないですね。とい
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うことで、筑波山地域ジオパークに関する質問はこれで終わりにしたいと思います。あり

がとうございます。 

 続きまして、国際化に対応した人事交流についてということで伺いたいと思います。 

 次は、５月31日の茨城新聞なんですけれども、山口市長のインタビュー記事が載ってい

たわけですね。毎年このころに載るようなんですけれども、ここに国際化に対応した人事

交流についてというふうなところがありました。そこで書いてあったことから伺いたいと

思いますので、まず、外国人研修生受け入れについて、概要についてご説明いただきたい

と思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 外国人研修生の受け入れについての事業の概要について説

明させていただきます。 

笠間市では、職員の国際感覚の醸成や国際化などを目的に、外国人の研修員の受け入れ

を検討しておりました。その際、総務省と財団法人自治体国際化協会において、国際協力

の取り組みを支援する自治体職員協力交流事業があり、実施することといたしました。 

本市では、この事業に取り組むに当たり、自治体国際化協会を通じて韓国や東南アジア

諸国を対象に職員の募集を行い、その結果、６月からミャンマーとラオスからそれぞれ１

名、計２名の研修員を受けることになりました。両名とも日本の地方自治体において観光

行政の運営及び戦略を研修したいという強い意向があったことから、商工観光課において

研修を行うものでございます。 

研修期間につきましては、平成26年６月20日から平成27年３月31日までの９か月間でご

ざいます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。９カ月間の２名の方の受け入れ、事前準

備が大変かと思いますけれども、ただ、この事前準備をうまくしないと、あっという間に

過ぎてしまう９カ月かと思いますけれども、この研修生受け入れに、先ほどもあったよう

に、国際感覚とか、今説明にもありましたけれども、今一度研修生受け入れ事業に何を期

待するかということを説明いただけたらと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 受け入れ事業による期待する効果についてお答えいたしま

す。 

 国際感覚に優れた職員を育成することや、国際化に資することはもちろんのこと、人と

人とのつながりを促進、サポートするウエブサイト等を活用し、本市の情報を国内外に発

信することや、観光面などの課題を外国人という新たな視点で発見すること、また、４月

に発足した外国人観光客受入検討会にも参加いただき、意見等をいただくことも可能であ

ると考えております。 
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 さらに、自国へ帰国後もそれぞれの自治体職員として人的ネットワークのキーマンとし

て活躍することや、将来的にはこの事業がきっかけとなり、自治体間の交流が進み、文化・

経済交流の発展が期待できるものと考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。ミャンマー、ラオス、ともにこれからの

発展が期待される国だと思います。よい関係の基礎が築けるよう準備怠りなくよろしくお

願いいたします。 

 国際化に対応できるよう今年度から小学校でも英語教育が取り入れられるようなご時世

でございますので、役所内においても外国語の自主講座などが開かれることを期待して、

研修生受け入れについての質問はこれで終わりにしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長公室長橋本君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 今現在、市役所内においては、自発的にトワイライト研修

ということを行っておりまして、その中で英語の授業を行い、国際化に向けた対応を今現

在しているところでございます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 知りませんで、まことに申しわけございません。どんどん頑張っ

ていただいて、特に若い方には10年後、20年後、どんな経済状態、要するに社会情勢にな

るかもわかりませんので、その辺は強く要望してこの質問は終わりたいと思います。あり

がとうございます。 

 続きまして、外国人観光客受け入れ対策についての質問なんでございますが、私がこの

質問の通告をいたしましたのが６月３日、ところが８日付茨城新聞において、それの答弁

書のネタになるような、当然そうなんですけれども、記事が掲載されてどうしようかなと

思いましたけれども、それは新聞社ですから取材記事を書くのに何のためらいもありませ

んので、ところが、どうしようかと思ったんですけれども、次の日９日に笠間市のホーム

ページに検討会の概要報告がなされたんですね。これを見まして、答弁される内容はおお

よそ検討はつきますけれども、通告どおりに質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、最初の質問になりますけれども、検討会の規模、構成メンバーについて伺いたい

と思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 答弁を求めます。産業経済部長神保一徳君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） 畑岡議員のご質問にお答えします。 

 外国人観光客受入検討会の規模、構成メンバーについてのご質問でございますが、民間

及び行政で構成されておりまして、民間からは合計18の関係団体、事業者等にお集まりを

いただいているところでございます。その内訳といたしましては、笠間市内の観光にかか

わりの強い団体でございます笠間観光協会、笠間市商工会、笠間焼協同組合、旅館料亭組

合、笠間地区ハイヤー組合、笠間市国際交流協会、笠間市地酒を笠間焼で乾杯する条例推
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進協議会の７団体、また、関連事業者、関連施設、商店会といたしまして、笠間工芸の丘、

笠間焼の窯元、宿泊施設、運輸関係の２社、神社、寺院、この３件、美術館、門前通り商

店会、ギャラリーロード商店会の11団体、事業者等となってございます。 

 行政からは、笠間市から、市長、産業経済部長、企画政策課、管理課、都市計画課、市

民活動課、まちづくり推進課、商工観光課がメンバーとなるとともに、県からオブザーバ

ーといたしまして国際観光推進室にも参加をいただいているところでございます。以上で

ございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。18団体及び人の方ということでメモでき

ないくらいで困ってしまったんですけれども、活発な意見がなされたように、実はテレビ

でも報道されておりまして、期待されるところではあります。 

次の検討課題について入りますけれども、新聞記事にもありますように、多くのテーマ

はＬＡＮの整備、外国の方が日本に来て一番期待されるというか、期待というか、不十分

だと感じるのがインターネットの接続状況というのは以前の私の質問したことを覚えてい

ますけれども、あと言語の表示の問題ですね、この辺も含めて検討課題について伺いたい

と思います。よろしくお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 産業経済部長神保君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） 検討課題についてのご質問でございます。ただいま議員

からもございましたとおり、含めてなんですが、大きく分けると二つの課題があると認識

してございまして、一つは外国人を迎え入れる際に必要とされる受け入れ環境の整備でご

ざいまして、もう一つが誘致活動に関するマーケティングと認識をしてございます。 

 受け入れ環境の整備に関しましては、先ほど議員からもございましたように、外国人に

わかりやすい表示でございますとか、インフォメーション機能、パンフレットの多言語化、

外国人専用の無料ＷiＦiなどの整備を検討課題として、具体的な整備においては官民協働

で行うこととしております。 

 マーケティングに関しましては、誘致活動を効率的に行うため、対象国の絞り込みを検

討してございます。具体的には、海外に向けて市単独の誘致活動には限界がございますの

で、県と連携し、海外での旅行会社商談会の参加、在日旅行会社への誘致活動を行うとと

もに、日本観光振興協会の行う観光交流旅フェア等に参加をいたましてＰＲ活動を行って

まいります。 

 さらに、笠間市でこれまで行われてまいりました交流事業などを切り口に誘致を進めて

まいりたいと考えてございます。また、笠間市の何を売りにするということも大事な課題

でございますので、来訪する外国人と笠間市民がお互いに楽しめる交流体験プランなど、

他の市町村にない特色を出していきたいというふうに考えてございます。以上でございま

す。 
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〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） 今も出ましたように、公衆無線ＬＡＮ、ＷiＦiという表現があり

ましたけれども、新聞等の報道でもありましたように、茨城県とつくば市が先行して動い

ているやに記憶しておりますけれども、この辺との海外との観光客、観光客に限りません

けれども、その辺に対する、次のものにつながってしまいますので、３番目の課題解決に

向けての施策についてと絡めまして、その辺のどのようにされるのかというのが決まって

いるものがありましたり、こういう方向でありますということがありましたら、ご説明願

いたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 産業経済部長神保君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） まず、無料ＷiＦiの整備に関しましてでござますが、た

だいま茨城県、先ほどございました茨城県とつくば市におきましては、無料ＷiＦiの整備

ということでして、これはＮＴＴ東日本のネットワーク網を活用いたしまして、外国人向

けに観光案内所等でＩＤとかパスワードが書いてあるようなカードをお渡しして、一定の

期間内であればそのパスワードで使い放題であるというような、そういった施策を笠間市

でもできないかということで検討してまいります。 

 また、課題解決に向けての施策についてのご質問でございますが、先ほど申し上げまし

たように、18団体いらしておりますが、この検討会のメンバーにつきましては、さまざま

な立場で観光に携わっていらっしゃいます。また、外国との交流実績を数多くお持ちの方

もいらっしゃいます。その豊かな経験と知識を十分に反映した施策を打ち出すことが重要

と考えてございます。 

 そのようなことから、４月18日に開催した第１回の検討会及び５月30日に開催いたしま

した第２回検討会におきまして、市の方から課題解決案や施策案をお示しし、それをたた

き台として多様な観点からご議論をいただいたところでございます。 

 今後の具体的なスケジュールといたしましては、６月27日に千葉県成田市に先進地視察

を実施いたします。そして７月中旬に第３回検討会を開催し、これまでの議論を踏まえ、

受け入れ体制整備とマーケティングに関する施策の方向性を確定し、今年度中に早急に必

要となる整備事業は予算措置をしてまいりたいと考えております。 

 さらに、来年度につきましても整備を進めていく予定でございます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡君。 

〇２番（畑岡洋二君） ありがとうございます。今説明にあったＷiＦiに関してなんです

けれども、ＮＴＴ東日本さんが持っているサービスを使うということのようなんですけれ

ども、笠間市も既にこれとはまた別な、日本人でもだれでもフリーということでフリース

ポットを少しずつ整備をされたと理解しておりまして、この辺が、日本人に向け、海外に

向けというのはなかなか難しいかと思いますけれども、その辺のバランスをうまく取って

いただいて、無駄にならないような方向性を見つけ出していただけたらと思います。 
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 ということで、この検討会のことなんですけれども、私の情報収集能力の未熟さかもし

れないんですけれども、第１回目の市のホームページへの説明が５月14日付でされている

んですね。さらに次が６月９日付、残念ながら、みんなに知ってほしい情報であるはずな

のに、余りうまく伝えられてないんではないかという気がしてならないんですね。後で考

えましたところ、５月30日の検討会は新聞社が入り、放送局ＮＨＫが入り、にもかかわら

ず、私は知らなかったんですよね。私だけが知らない分には構わないんですけれども、非

常に情報収集能力が劣っていると思って、自分ながらなんともあれなんですけれども、あ

そこまでやるなら、議会にちょっと言っていただければ非常にありがたかったかなと思い

ます。なぜかと言いますと、議員も市民への窓口として情報を発信しております。市だけ

が情報の発信ではなくて、議会も発信しておりますので、その辺配慮していただけたらあ

りがたいと思いまして、私の一般質問を終わりにしたいと思います。ありがとうございま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 畑岡洋二君の質問を終わります。 

 ここで昼食のため、休憩をいたします。午後の再開は１時15分といたします。 

 なお、12時45分より議会運営委員会を開きますので、委員の方はよろしくお願いいたし

ます。 

午後零時１４分休憩 

                                         

午後１時１５分再開 

〇議長（小薗江一三君） 休憩を解き、会議を開きます。 

 ９番野口 圓君が着席をいたしました。 

 ８番蛯澤幸一君が所用のため退席しております。 

 ここで、市長公室長より先ほどの畑岡洋二議員への答弁に一部訂正をしたいとの申し出

がありましたので、発言を許可いたします。 

 市長公室長橋本正男君。 

〇市長公室長（橋本正男君） 発言の訂正をお願いいたします。 

 ２番畑岡議員の一般質問の答弁中、「自然保護法」を「自然公園法」に、「営林署」を「森

林管理署」に訂正をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 会議を続けます。 

 市村博之君より資料配付の申し出がありましたので、会議規則第157条の規定により議長

の許可で配付をいたします。 

 暫時休憩をいたします。 

午後１時１６分休憩 

                                         

午後１時１８分再開 
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〇議長（小薗江一三君） 休憩を解き、会議を開きます。 

 21番市村博之君の発言を許可いたします。 

〇２１番（市村博之君） 通告に従いまして一般質問を行いたいと思います。 

 私の質問は３期目の市政を担うに当たっての市長の政治姿勢を問うということで、１項

目から５項目まであります。そのうち、３項目の広域行政の推進について、二つほど質問

する予定だったんですが、同じような内容ですので、１項目としたいと思います。答弁者

の了解を得ておりますので、よろしくお願いいたいと思います。 

 それでは、順番に従いまして質問させていただきます。 

 来る４月13日の市長選におきまして３選されました。市長、まことにおめでとうござい

ます。そこで、再選されて初めての定例本議会ですので、まず最初に３期目の市政運営を

担うに当たっての政治姿勢を伺いたいと思います。 

 しばしば市政運営において、執行部、すなわち市長と議会は車の両輪といわれておりま

す。このことは一面において正しく、また一面において的を得てない言葉と私は思います。

確かに現在の地方行政は、議員と市長はともに住民から直接選ばれ、一方が独走しないよ

うに監視・牽制し合う並列対等の関係におかれ、その優劣性はありません。ともに住民に

責任を負う立場にあります。ですから、ご承知のとおり、議会の議決がないと市長やその

他の執行機関は業務を遂行することができません。議会の議決のない予算、条例、契約、

取得、処分、同意、承認等は全然執行できないと言わなければなりません。その意味では、

議会は車の片側の車輪を担っていることは間違いありません。 

 しかしながら、地方議会は意思決定機関であっても、国会のように国権の最高機関とし

た優劣性は認められておりませんし、また、議員個々の権限としては、議会という会議体

の一員でしかなく、換言すれば、議会という意思決定機関としての意思は常に多数決の原

理によって決まります。議会は常に一枚岩ではありません。当たり前のことです。そこに

地方政治における執行部、すなわち笠間で言えば、市長の力の優位性と市政に及ぼす影響

は極めて大きいものがあります。市長の政治理念、市長の政治信念の重要性がそこにあり

ます。常に広域性を重視した政治家、利益誘導型の政治家、側近政治家、秩序あるまちづ

くりか、政争の町か、市長の政治姿勢によって市の政治風土は大きく方向が変ります。 

 そこで質問いたします。市長は３月に開催された市長の市政報告会において、市政運営

の基本理念として、「道理の政治」を目指して運営してきたと述べられましたが、改めてそ

の真意を伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 市村議員の質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 議員さんも私も直接選挙で選ばれる身でございまして、そういう意味で議会には議決権

が与えられているわけでございますので、私としては車の両輪であると、そういう認識で
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議会の意見もできるだけ尊重しているつもりでございます。 

 質問の私の市政運営の理念でございますが、私はちょうど８年前に市長に就任するに当

たって、市政運営の基本は公平・公正な行政、政治を進めていきたいということを掲げさ

せていただきました。公平・公正な政治行政とは何であるか。我々選挙をする政治家にと

っては、多くの方の支援を受けながら当選させていただき、市長に就任させていただいた

わけでございます。 

市長という仕事は日々さまざまな判断、決断、指示を出すことであります。大きな権限

を持つ首長として、その決断、判断、指示に誤りがあったり、感情的な情に流された判断

があってはならないということを私は思っております。当然、人間ですので、私情もあれ

ば感情もあります。人情もございます。また、それが人間としては自然であるかと思いま

す。しかし、首長としては、情でなく、物事の正当な道筋、正論、原理原則、いわゆる道

理に基づいた判断に立って、首長としての仕事をしていく、そういうことが私の考え方で

ございます。ある意味、非情な、薄情なと言われることもあろうかとしれませんけれども、

誠意を持って対応をしてまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） ただいまの意見に、議会の意見を尊重して運営していきたいと。

また、公平・公正なる運営をしたいと。感情に流されないような市政運営を行いたいとい

うような答弁をいただきました。私、それは大変同意をするものであります。 

 合併した自治体には二つのまちづくりの面があると私は思っております。一つは目に見

える面、社会資本の整備、すなわち、学校をつくったり、道路をつくったり、そして福祉

政策の充実、生活基盤の確立といったものです。 

 もう一つは目に見えないものです。合併した各自治体間の政治風土の新たな創出であり

ます。たかだか２時間もあれば回れるほどの地域であっても、今までの歴史的経緯によっ

てその政治風土は大変違います。これはあくまでも相対的なものであって、いずれがよい

か悪いかの問題でなく、長年の各自治体が醸し出した政治的・精神的風土の結果でありま

す。 

議会は合併後、いろいろな改革をみずから行ってまいりました。大関議長のときに、県

内の各自治体の中でも最も厳しい政治倫理条例の制定、そして、１度目の議員定数の削減、

また、今回議会改革活性化特別委員会の報告にありますように、一層の議員定数の削減、

開かれた議会を目指し、本会議のインターネットの配信、一般質問における一問一答式の

導入といったもろもろの改革を実施する、これは方向で進んでいます。これは議会からの

新たな政治風土の確立を目指した動きと私は考えております。 

 私はこの中におりますが、仲間の議員諸兄の姿勢に心から敬意を表するものであります。

市長の道理の政治とは、公平公正を旨とした政治であろうと理解します。市長みずからル

ールを守り、なるべく恣意性を排除、換言すれば、市長みずから自分の裁量権の範囲を狭
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めるということであろうと思います。そうすることによって、私は合併後の笠間が新たな

政治風土を醸成し、新生笠間の統一された共同体意識が確立するものと理解するものであ

ります。そしてそれは調和のとれたまちづくりに寄与すると信じております。このことを

市長が意識をしているかどうかはわかりませんが、市長の目に見えないまちづくりだと私

は思っています。 

 そこで、それを踏まえ、３期に臨む基本的な考えを改めてお伺いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） ３期目に臨む基本的な考え方でございますが、私は８年間市長と

して仕事をさせていただいてまいりまして、日ごろの活動やそしてまた、今回の選挙戦を

通じて、地域にはさまざまな課題があるということを改めて強く認識をしたところでござ

います。 

 今回の議会の中でもいろいろ質問がございますが、少子高齢化、人口減少という社会の

中で、高齢者対策も必要でございますし、もちろん少子化対策も必要でありますし、人口

減少に伴って、空き家、空き地がふえているというような現況もございますし、高齢者の

移動手段の確保やら、学校の統合、若い人の雇用の場、労働力の確保、さらには税収の確

保、数を挙げたら本当に切りがないほどの多くの課題を今地方自治体は抱えている現況で

ございます。 

 そういう中で、私は今回、「少子高齢化・人口減少の社会への挑戦」というタイトルを選

挙においては掲げさせて、これらのさまざまな課題に果敢に取り組みながら元気のある、

安心である地域社会をつくっていきたいと、そういうことを訴えてまいりました。 

施策については、三つの基本方針として、「人づくり、まちづくり、ものづくり」とこの

三つの視点に立って今後の市政を担っていきたいということでございます。ちょっと長く

なりますが、細かく申し上げますと、人づくりについては教育であったり、少子化対策で

あったり、健康都市づくりであったり、まちづくりについては駅周辺の活性化であったり、

門前通り井筒屋の再整備であったり、三つ目のものづくりには企業誘致であったり、農業

支援であったり、地場産業であったり、こういう課題に一つ一つ取り組んでいきたいとい

うふうに考えております。 

 また一方で、縮小する今後の日本社会の中で、我々行政のサービスを持続的に継続して

いくためには、私はサービスと住民負担のあり方、こういうものについても抜本的に見直

す時期に来ているんではないかなというふうに考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） ご答弁ありがとうございます。日本全国津々浦々、少子高齢化、

時代の変わり目と申しますか、いろいろな課題がございます。ただ今市長の答弁にありま
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すように、議会と一体となりまして、今後それに向かっていくことを期待するものであり

ます。 

 市長は先ほど、みずから「冷たい」と言われているようなお話がございました。私も重

ねて申し上げます。世間からは、市長は冷たい、情がないと言われることがしばしばござ

います。私も直接聞いております。これは多分私の解釈では、市長みずからなるべく恣意

性、自分の判断ですか、それを公正公平に事柄を処するためにルールを厳格に守っている

事柄からくる結果であろうと私は理解しております。自治体の合併は私の理解といたしま

しては、地縁、血縁といった共同体、簡単に言えば情型の村型共同体から契約やルールを

中心とした都市型共同体の移行であろうと思います。ですからそのことを理解できない場

合、情がないと、冷たいと評価はされる傾向がございます。 

しかしながら、私はこう考えております。合併後の自治体は厳格なルールづくりをする

ことが優先順位の第１位にあると思っております。ですから、冷たい、情がないという評

価はむしろ市長の勲章と考え、３期目を進めていただきたいと思います。そうご期待申し

上げまして１問目の質問を終わりにしたいと思います。 

次に入ります。 

２番目は市財政運営についてお尋ねいたします。 

さて、合併後８年、この間市政においていろいろな事業を展開してまいりました。合併

特例債を使った５億以上の大型案件を見ても、岩間中学校の施設整備事業約14億円、岩間

駅周辺整備事業約23億、岩間駅東大通り線約８億3,000万、岩間八郷線５億2,000万、友部

中学校大規模改造約８億、友部12号線９億2,000万、友部２級10号線５億2,000万、南友部

平町線12億5,000万、友部池辺線で約５億5,000万、笠間学校給食センター整備事業に９億

3,000万、大渕飯田線５億9,000万、来栖本戸線で12億、笠間小原線で６億となっておりま

す。また、その他の道路整備や学校の耐震化を含め、総額105億円を活用しております。 

さらに今後、市立病院の建てかえ、友部、岩間の地域交流センターの事業を控えており、

財政需要の要求はますます高まるばかりであります。合併特例債の活用する事業はご承知

のとおり事業費の95％を借りることができ、将来支払われる元利償還金の70％を普通交付

税によって措置されますが、しかし、35％は自主財源であります。将来、使い方によって

は財政の硬直化を招く恐れがあります。幸い、当市においては、起債可能限度額約322億、

対し121億円の借り入れを予定しております。起債可能限度額の約38％になっております。

普通交付税はその年の総務省の地方財政計画によって変動があり、余り起債すると将来財

政の硬直化を招き、その時々の時代の要請によった政策の展開ができない恐れがあります。 

起債可能上限額を設けることは大変賢明でありますし、その方向でぜひともこれから進

めていただきたいと考えますが、ただ、気がかりなことが一つあります。地方交付税の合

併算定替であります。平成28年度から始まる合併算定替によって普通交付税が段階的に縮

減され、これは今後当市の財政を考える場合、大変なマイナス要因となります。 
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 そこでお尋ねいたします。一つとして、改めて、合併算定替の定義と激変緩和措置後の

財政見通しをお伺いいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 合併算定替の財政見通しについて、お答えをさせていただきたい

と思います。 

 ご承知のとおり、市町村合併に伴いまして、新といいますか、現笠間市を対象に考えま

すと、１市２町が合併した中での合併前のそれぞれ１市２町の交付税は10年間保証します

よという約束が、といいますか、保証があって今日まで至ってきたわけでございます。 

 合併後10年から段階的に５年間その交付税額を減らしていきますよということが目前に

迫ってきておるわけでございます。例えば現在の平成25年度の交付税で計算いたしますと、

25年度は61億5,000万の交付税措置がございましたが、この国の合併算定替の定義によりま

して減額となりますと、32年にはそれが47億2,000万、あくまでも想定でございますが、そ

のくらい減額になって減額幅が約14億強ということになるわけでございまして、これは合

併した市町村すべてが対象になるわけでございます。 

このような急激な交付税の減額が仮に行われることが現実となってきますと、我々この

笠間市も含めて、全国の自治体においてはとても行政サービスが維持できないという声が

大分上がりました。私ども笠間市といたしましても、県内の合併した市町村とこの連携に

ついて、今後国に弾力的な運用をということで働きかけてきた経緯がございます。国の方

もその辺は財政需要を見通し等において合併した市町村は必ずしも効率的に行政運営でき

るものばかりではないと、この合併算定替の考え方も少し弾力的に考えていこうというこ

とで、今年度から交付税で一部算定される見込みになってきた経緯がございます。こうい

う経緯の中で今後財政を確保しながら、行政サービスをしっかり行っていくということは

大変厳しい側面がございますが、さまざまな角度から検討して対応していきたいと思って

おります。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） ただいま答弁いただきました。資料に、合併算定替、平成28年

からの５年間の削減額のシミュレーションの表を、いつだったか議会に提出させていただ

きました。大体５年間で50億、年間10億の削減になります。合併特例債を使った今までの

事業は105億でございますので、年平均13億、ところが、平成28年から毎年、国の方針、今

の市長のお話では、国の方針で多少塩加減はいただけるような形にはなるとは思いますが、

今の状態で推移すると大体10億ずつ減額になります。平均で。そうしますと、大体合併特

例債で実施してまいりました事業分が我々できなくなるということなんすね。これは極め

て厳しい状況であろうと思います。極めて統制のとれた、将来を見越した財政運営をしな

いと、10年後には厳しい状況がまいって来るのではないかと危惧するところであります。 
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 普通交付税が段階的に縮減されますので、それならしからばこれから税収を上げる方策

は何かないか。それで激変緩和措置後の財政見通しといたしまして、新たな財源確保の見

通しについてどのような展望があるかお伺いしたいと思います。よろしくお願いしたいと

思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 先ほど私の財政見通しの中で説明不足があったのかなと思います

が、もう一度、例えば具体的に金額についてご説明をさせていただきたいと思います。 

 今26年でございますが、平成25年度ベースで合併算定替が始まる平成28年度については

約1.5億減、25年度に対して。29年度は約４億強減、平成30年度は25年度比で７億減と、そ

ういうベースで減っていくというようなことでございまして、５年間でトータル25年度対

比14億3,000万減額されるということでございます。 

 そういう中で、行政運営をしていく最大の課題は、やはりいかに収入を確保していくか

ということになるわけでございます。収入の確保ということになると、なかなか打ち出の

小づちは持っていないのが現状でございまして、もちろん歳出の削減ということは当然前

提に立ちながら、収入の確保の努力をしていきたいというふうに思っております。 

 まず、一つには企業の誘致でございます。これらについても、各議員の方々からも質問

がございましたが、企業の誘致について我々としてはしっかり行っていきたいというふう

に思っております。 

 それとあわせて、私としてはこの地域の地場の産業、そういうものの育成、そういうこ

とも将来的には税収の確保につながっていくんではないかなと思っております。地場の産

業といいますと焼き物もございますし、かなり減少はしましたけれども、最近またニーズ

が高まってきた石材業もしかりでございますし、これからの成長産業と言われている農業

の育成、こういうこともそれぞれの産業の育成をしていくことによって、税収の拡大を目

指していきたいなというふうに思っております。 

 それともう１点、最近国におきましては、今までの単なる補助金ではなくて、市町村の

創意工夫により積極的な取り組みをやる自治体に対して交付金なり補助金を出しますよと、

そういう取り組みといいますか、傾向が強くなってきております。我々としてもいろいろ

な国のメニューがございますが、そういうものの中で笠間市で必要なものに対して積極的

に提案をしていって、そういう補助金なり交付金を活用していきたいというふうに思って

おります。 

今回の地域クラウドモデルなんかもその一つであるわけでございまして、話としては結

局返還することになりましたが、井筒屋の再生事業の5,000万なんかもそういうことである

わけでございまして、国はどちらかというと、県を通してというよりも市町村にそういう

形で示して市町村の創意工夫を競争させると、そういう傾向が強くなっておりますので、
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我々としてはそういうものも活用していきたいと。 

そして今議員からあった合併特例債、これについても合併特例債ありきではございませ

んが、事業によって合併特例債を使うことによって財政運営上有利だというものについて

は、合併特例債の活用をしっかり行ってまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） ご答弁ありがとうございます。私、間違ったかどうかわかりま

せんが、合併算定替による影響額ということで、財政課資料といたしまして、平成28年度

1.4億円のマイナス、平成29年度4.3億円のマイナス、平成30年度7.1億円、平成31年度９億、

平成32年度12億9,000万、平成33年度14億3,000万というような資料を見て、合併後５年間

で約50億ぐらい減るんじゃないかというお話をさせていただいたんですが、そういうこと

で、これは同じ認識ですが。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） そこに説明不足があったと思いますが、それは毎年それだけ減っ

ていくというよりも、対25年度比でそれだけ減っていくのでトータル14億3,000万というこ

とでございます。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） どうも済みません。理解力が悪くてそういう質問をしてしまい

まして、まことに申しわけございません。私としてはそういう読みをしてしまいましたも

のですから、トータルで50億というようなお話をさせていただきました。大変申しわけあ

りません。 

 これから国の方としては直接事業費に対する補助金ということで、普通交付税よりもそ

ういう形で補助金を出すという方向であるということでございますので、なるべく補助金

をいただけるような事業を遂行していただければと思います。このことにつきましては、

それで終わりにしたいと思います。 

 続いて、３番目の質問にさせていただきます。 

 これも広域行政の推進ということでありますが、これも財政が縮減される方向性がある

ので、あるいはこういう方向も考えられるのではないかということで質問させていただき

ます。住民福祉の向上のために新たに財源を工夫する必要があると考えるのは当然であり

ますが、また経費を削減するということも大きな仕事であろうと思います。行政改革を行

うことによる一層の経常経費の縮減、そして行政の効率的な運営の観点から広域行政の推

進について考える方向もあると思います。 

 現在、土浦、つくば両市で合併に向けた勉強会を始めたとの報道がありました。そこで

市長は、県央行政の広域行政のあり方、またより広域の合併についての考えがあれば、お

聞かせ願いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 



- 157 - 

 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 合併と広域行政についてのご質問でございます。去年の暮れかこ

としの初めに新聞でつくば市と土浦市が合併の検討をスタートするというような記事が載

った経緯があろうかと思います。私を含めて県内の首長にとっては非常に刺激的な報道で

あったというふうに思っております。 

この県央地域に目を移しますと、県央地域では平成20年１月から県央地域の首長９市町

村が集まって、首長同士でこれからの地方自治や広域行政がどうあるべきか、そしてまた、

単独の市町村でやっているより広域で行政サービスをした方がより住民サービスにつなが

るのではないかと、そういうことを議論していこうということで県央首長懇話会が発足し

て今日に至っております。これまで広域行政として環境問題とか、さらには観光等を中心

に取り組みをしてまいりました。ことしに入ってさらなる連携をということで、国が提唱

しているいわゆる定住自立圏構想、この構想の中で広域の行政ができないかという議論を

現在行っておるところでございまして、先般行いましたこの懇話会においては、広域交通

やら、さらには保健、医療、福祉、こういう部分での広域の連携ができないかということ

で、今後勉強会をさらに深めていこうということになっております。 

 そういう中で、水戸市の高橋市長さんが周辺自治体との合併の勉強会を発足できればと

いうようなことも最近報道等がされております。高橋市長さんのこの考え方に参加を意向

している自治体もございます。笠間市についても、私のところに勉強会に参加をというよ

うな、どうでしょうかという依頼がございました。私は二つ返事でお断りをさせていただ

いた経緯がございます。 

 しかし、私は今後茨城県の中で県央地域が県都を中心と水戸市を中心とする県央地域が

県政の中でしっかりとした位置を占めていくというのは大変重要なのではないかなという

ふうに思っております。ややもすると、新線ＴＸ関連の関係で、つくば地域の著しい発展

が強調されておりまして、この県央地域が何となく存在感が薄くなってきていると、そう

いうところもございますので、今後の茨城県全体の中での位置づけを高めていく必要があ

るというふうに思っております。 

そういう意味では、私は合併には全く反対でございますが、さらなる広域行政の推進、

そういうものはしっかり行っていきたいなというふうに思っております。例えば、例に挙

げれば、医療とか、救急とか、消防とか、こういうものは広域で行っていったほうがより

安全な行政サービスといいますか、効率的な行政サービスといいますか、そういうものが

できるのではないかというふうに考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） ありがとうございます。私も自治体合併には賛成しかねます。

合併というものは大変な労力を要します。これは住民もそうでありますし、また、職員も
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そうであります。先ほど申し上げましたように、地域間の風土、先進文化の違いというの

は大きいものがございます。やっと新生笠間を８年をへまして、議会を含めましてようや

くなじんできたかなというような状況で、新たな大きな枠組みの合併についてはいかがな

ものかと考えておりました。 

 土浦・つくば市の合併につきましても、つい最近の報道によりますと、市民はそれほど

前向きでないという報道がございます。ただ、事業によっての広域化、合併と申しますか、

それは経費削減のためには必要かなと考えるものでありますので、これも性急に進めるの

ではなくて、慎重な上にも慎重を重ねて進めていただきたいとお願い申し上げまして、こ

の問題につきましての質問を終わりにしたいと思います。 

 続きまして、教育行政について質問したいと思います。 

 今国会で、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」が成立す

る見通しであります。この法律の概要は詳細は省きますが、ご承知のとおり次のようにな

っております。地協教育行政にとって重要なところを読みますと、「教育行政の責任の明確

化、教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者、新教育長を置く。新教育長は首長が

議会の同意を得て直接任命・罷免を行う」と。それと、総合教育会議の設置、大綱の策定

であります。「首長は総合教育会議を設ける。会議は首長が招集し、首長、教育委員会によ

り構成されると。首長は総合教育会において、教育委員会と協議、教育基本法第17条に規

定する基本的な方針を参酌し、教育の振興に関する施策の大綱の作成する」となっていま

す。 

 教育基本法第17条は、条文は読みませんが、内容的には、国の方針に従い、地域の実情

に応じた教育振興のための施策を講じることに努めるということであると思います。簡単

に申しますと、教育に対する首長の権限が、影響が強くなるということであります。これ

は現在の教育委員会が事務局の提案する案を追認するだけではないか、教員など教育関係

者の意向に沿った教育行政を行う傾向がある。地域住民との接点がなく、住民から遠い存

在になっていると。国や都道府県の意向に沿い、地域の実情に応じた施策を行う志向は必

ずしも強くない。学校設置者の市町村に対して、教職員の帰属意識がないといった反省か

ら改正されるものであります。 

 しかしながら、教育に求められる要件は、一つは政治的中立性、二つ目には継続性・安

定性の確保であります。三つ目は地域住民の意向の反映であります。以上３点に要約され

ますが、詳しい中身は時間の関係上申し上げられませんが、要するに、個人の人格は精神

にかかわる教育は一貫した方針をと安定的に行うこと、また、成果や結果も長期的に見な

いと把握できない。そしてそのため、学校の運営方針や改善も先進的なものを求められる

ということがあります。まさに、教育は国家100年の大計であります。このたびの制度改正

は市長の権限の強化を目指しております。今まで以上に市長の教育に対する姿勢が極めて

重要になってきております。 
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そこでお尋ねいたします。教育行政全般に対する市長のお考えがいなかるものか、お尋

ねいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 市村議員の質問にお答えをさせていただきます。 

 現在の教育行政についてはいろいろな課題がございます。これは現在に限ったことでは

なくて、いつの世の時代にも教育にはいろいろな課題なり議論があってしかるべきだとい

うふうに思っております。私は、制度がどう変わることがあっても、教育行政に政治的な

中立は必要だというふうに思っております。 

そういう中で今回一つの課題になっております地方教育行政の中で、教育委員会制度が

変えられる、変るということがいわれております。既に関連法案について、５月20日の衆

議院で可決され、現在参議院で審議をされて、近日中に成立する見通しだというふうにい

われております。 

現在の教育委員会はご承知のとおり首長が議会の同意を得て任命した５名の委員で構成

されておりまして、教育長は教育委員会が任命することになっております。この現行制度

の中の一つの課題は、常勤の教育長よりも非常勤の教育委員長の方が組織上、教育委員会

を代表する形になっているということが一つの課題だと思っております。 

私は今回の教育制度の一つの見直しになった大津市のいじめの問題に関する教育委員会

の対応が問題になって今回の制度の見直しになったわけでありますが、新制度では、教育

長と教育委員長が一つになって新教育長を置くことになっております。首長が議会の同意

を得て任命することになるわけでございます。これにより教育員会会議の開催や審議事項

を迅速かつ的確に判断できるものと、なるものというふうに私は期待をしております。そ

して新たに自治体の長が主催する総合教育会議を設置して、首長や教育委員会がこの会議

でさまざまな教育の方針について議論をすると、そういうことになっております。 

今の制度の中においては、なかなか教育委員会の教育委員と首長が公の場で教育につい

ての議論をするというようなことがございませんので、今回の制度改正によって、総合教

育会議という新たな場が設けられて、これがきちんと議事録が公開されてということは、

私は大いに評価できるんではないかなと思っておりますし、ただ、この制度が変ったから

全て今の教育のいろいろな課題が解決されるわけではございません。これらの点について

もやっぱり現場の先生とそれをつかさどる我々行政であったり、教育委員会であったりが

常に一体的な連携の中で教育行政に対応していくことが必要なんではないかなと思ってお

ります。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） 丁寧なご答弁ありがとうございます。ちょうど時間が迫ってお

りますので、多少はしょって質問したいと思います。 
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 ただいまの市長のお話を伺いまして、大変安心しました。教育ほど難しいものはないと

思います。お金があればいいことができるとは限っておりませんし、金がなくてもいいこ

とはできます。ただ、日本の発展は明治以来教育に多大な投資をしたから現在の日本があ

ると私は考えております。そういうことで、慎重な上にも慎重を期して、新たな教育委員

会制度と申しますか、そういうふうに市長は向かっていただきたいと思います。 

 教育に関しまして、もう１問、これはポイント的な質問をいたします。それは学力テス

トですね。学力テストの問題につきましては、結果を学校別に公表するかどうかというの

は一番マスコミをにぎわしておりますと申しますか、載っております。市長としては、こ

の学力テストの公表についてどのようにお考えになっていますか、これもお尋ねしたいと

思います。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 時間の関係もありますので、簡単に考え方を申し上げさせていた

だきたいと思います。 

 学力テストの公表については、これまでも笠間市の教育委員会の判断について、21年度

より行ってきておりまして、25年度は県内では７市が公表をしております。その中で笠間

市は、私は一番きめ細かく公表しているんではないかなと思っております。現在の教育委

員会制度の中においては、決定権は私ではなく教育委員会に公表の決定権はございます。

来年からはまた変ると思いますが、そういう中で、私としては、文科省の基本方針に基づ

いて公表を基本として検討していくべきではないかなと思っております。このことは教育

委員会にもお伝えをしていきたいと思っております。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） これは文科省の平成26年度全国学力学習状況調査に関する実施

要綱という資料が手元にございますが、この中で、はしょりますが、調査により測定でき

るのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面であることを踏ま

えるとともに、序列化や過度な競争が生じないようにするなど、教育上の効果や影響等を

十分に配慮することが重要でありますということで、詳しく実施要項が載っております。

この点について、市長は沿って行うということでございますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 あと時間が９分ということで、次の質問にまいりたいと思います。 

 最後の項目であります。産業振興についてお尋ねしたいと思います。 

 まず、井筒屋周辺整備の中間報告と今後の整備方針について質問いたします。 

旧笠間市は８万5,000石の城下町だったといっても、城下町の雰囲気を持つ景色や景観や

建物はほとんど残っておりません。明治以降の町内の何度かの大火で焼失してしまい、残

念ながら、城下町だった面影はありません。また、中途半端な発展により、統一された景
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観もございません。ですから旧ホテル井筒屋さんの３階建ての建物は明治以降に建てられ

た建物でありますが、旧笠間市民にとってその思いは大変強いものがあります。いろいろ

な紆余曲折がありまして、所有者、議会のご理解のもと笠間の所有となり、観光笠間の新

たな拠点となることは大変喜ばしいものと私は思っております。また、多くの市民が喜ん

でおります。 

 さて、このたび笠間稲荷神社周辺まちづくりの拠点整備計画という東京大学隈研吾教室

による再整備計画が議会に提出されました。現地調査のため、３回の周辺リサーチ、市民

意見調査のための２回にわたる市民ワークショップ、結果、すばらしいプランができたと

私は大いに喜んでおります。 

 実は、旧笠間市において、行政当局、商工会、町内会等により、何度か笠間稲荷神社の

周辺の再生プランがつくられました。プランそのものはよかったんですが、そのいずれも

諸般の事情により日の目を見ませんでした。ですから今回、ぜひとも実現をと願うのは私

ばかりではございません。 

そこで改めて問います。井筒屋周辺のより詳しい中間報告と今後の整備方針、スケジュ

ールを示すことができればお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 私はやっぱりこの笠間市の観光であったり中心街という位置づけで考えますと、稲荷神

社周辺、またもうちょっと広い意味で言いますと井筒屋周辺も含めた地域のにぎわいを創

出させるということは、観光笠間の、またあの地域の活性化の運命を左右すると、そのに

ぎわいを取り戻すということが今後の観光笠間の運命を左右するというふうに思っており

ます。 

そういう観点から、先般、議会にも、さらには地域にも笠間稲荷周辺まちづくり拠点再

生整備計画の案をお示しさせていただいたところでございます。一つの案でございますの

で、あれが全てというわけではございません。市民各位、また議会、地域の方々、関係団

体からいろいろな意見を取りまとめて最終決定していきたいなというふうに思っておりま

すし、その中であの整備をすべて市がやるということはちょっと難しいので、その中に民

間事業者を導入していくということでの官民が行う事業の役割分担、そういうものもしっ

かり色づけをしていきたいなというふうに思っております。中に入っていただけるような

事業者を、今興味を示している事業者もおりますが、基本的にはあそこのコンセプトをし

っかりと理解していただける事業者と交渉を進めていきたいなと思っております。 

 それとあわせて、今整備をしております門前通りから旧井筒屋周辺の再整備というのは、

一体的に考えて対応してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

議会の全協でも申し上げましたが、今後運営主体をどうするんだとか、民間事業者でも
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具体的にどうするんだ、どういう分野、いろいろな公共のさらなる中での施設整備はどう

するんだとか、観光協会の事務所が位置づけされておりますが、あそこは一体だれが建て

るんだとか、市が建てて貸すのかどうなのかとか、いろいろな課題がございますので、こ

れをできるだけ早く整理をして、スピード感を持って、いつということは具体的には申し

上げられませんが、できるだけ私の任期中にしっかりとした形が見えるように、私として

は取り組んでいきたいなというふうに考えております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 

〇２１番（市村博之君） あと持ち時間が４分を切りましたので、はしょって次の質問に

入りたいと思います。 

お手元に配りました笠間城のイラストがございます。これは学研で発売しております「歴

史群像」という雑誌に載ったイラストでございます。現地を調査いたしまして、ある程度

事実に近いイラストが描かれております。この雑誌で見ますと、笠間城は関ヶ原合戦時の

東軍の拠点、西軍は水戸藩、水戸佐竹藩でございます。佐竹藩に対する備えとして徳川軍

がつくった城で、ある意味では戦略的な拠点でございます。 

きのう大貫議員が質問いたしました。大変私、心から喜んでおります。同士がいたなと。

私、市会議員になった一つは、笠間城を生きている間につくりたいなということを思って

おりました。笠間市民にとってはある意味ではロマンですね。佐白山の頂上に天守閣が建

ちまして、規模から言っても、天守閣と申しましても、今農家にありますような犬小屋づ

くりと同じぐらいの金額でできるとは思いますが、あそこにライトに照らされた笠間城を

見るのは、心から私、あれは私の仲間もおるんですが、願っているところでございます。 

 そこで、笠間城の今の現状、石垣がこの前の大震災によって崩落しております。その現

状と修復のためにはいくらお金がかかるかお尋ねしたいと思います。多分答弁の間に時間

が来てしまいますので、これが最後になると思いますが、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 市長山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 笠間城の修復と現状について申し上げたいと思います。議員おっ

しゃるとおり、東日本大震災で石垣が崩落したままで、現在も立入禁止となっている状況

でございます。今年度は崩落石垣部分の詳細な測量調査と崩落拡大防止のための応急的な

処置を行い、石垣までの立ち入り禁止を解除をしたいというふうに考えております。今年

度の予算については、石垣の応急措置としての費用とそれらに伴う専門の人件費含めて、

総額1,200ほどの予算を確保しておる状況でございます。 

 笠間の、ある意味関東にまれな山城でございますので、長期的な視野の中でこれが復元

できれば私もいいなと強く思っておる１人でございます。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 市村君。 
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〇２１番（市村博之君） ありがとうございました。終わります。 

〇市長（山口伸樹君） 議長、訂正。 

〇議長（小薗江一三君） 山口伸樹君。 

〔市長 山口伸樹君登壇〕 

〇市長（山口伸樹君） 大変申しわけございませんでした。合併算定替による減額でござ

いますが、28年度から合併の算定替、減額が始まりまして、６年目の平成33年度には25年

度に比較して14億円減ですね、６年目に。トータルすると議員おっしゃるとおり50億とい

うことでございます。失礼しました。 

〇議長（小薗江一三君） 市村博之君の質問を終わります。 

 休憩をいたします。２時30分より再開いたします。 

午後２時１９分休憩 

                                         

午後２時３０分再開 

〇議長（小薗江一三君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 11番鈴木裕士君の発言を許可いたします。 

〇１１番（鈴木裕士君） 議席番号11番鈴木裕士です。ただいまから通告に従って一問一

答方式において質問を行います。よろしくお願いいたします。 

 最初の質問は５年後か10年後になるかわかりませんが、私の身の上相談に近いものであ

ります。なお、質問内容は一部のマスコミ報道に基づいている部分がありますので、これ

からの質問で人数が違っているかもわかりません。その場合は、答弁の中で指摘、訂正を

お願いいたします。 

 質問の最初は、家族がちょっと目を離したすきに認知症の高齢者が家を出て行方不明と

なり、結果、鉄道事故を起こしたことによって鉄道会社から損害賠償を請求された旨の、

名古屋だったかですね、高等裁判所判決が４月にあり、５月に報道されました。別な記事

でありますけれども、平成25年において、認知症による行方不明者が全国で１万322人とな

り、そのうち約360名の方が発見されたときは死亡していたとのことでありました。 

 裁判となった事故がマスコミの注目を浴びた理由といたしまして、一つとして、介護さ

れる側も、介護する側も、ともに91歳という超高齢者ながら介護することへの責任を問わ

れたこと、二つ目として、認知症への個人での対応の難しさを挙げることができるかと思

います。 

 私もいつそのような事故の当事者になるかわからない、介護する側の当事者になるかわ

からないのであります。本人に自覚がないだけに、あのような事故を起こしたこと、それ

に91歳の連れ合いである介護責任を負わせるという判決には思わず見入ってしまった次第

であります。 

 裁判結果の是非についてはこれから上級の裁判所の結果を待つことになるかと思います
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けれども、認知症の１年間の行方不明者が１万300人を超えるということは、１市町村当た

り平均で5.7人になる計算であります。この笠間市では、行方不明者が発生したときは防災

無線で情報提供を依頼していると思いますけれども、周りに遠慮してなのか、最近では防

災無線で情報提供を依頼する放送がほとんど聞かれなくなりました。 

 そこで、最初の質問でありますけれども、笠間市では直近１年間で認知症で行方不明と

なり、捜索願が出た方は何人いたのか、答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） それでは、11番鈴木裕士議員の質問にお答えいたします。 

 笠間警察署に問い合わせしましたところ、直近１年間での捜索願を出されたことはあり

ませんでした。ただ、平成22年度に該当者が１人おりました。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木（裕）君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。①の質問を終わりまして、②の質問

に入ります。 

 最近、長い間行方不明となっていた方がどこのだれであるかが判明したということが２

件ほどマスコミ報道されました。そして、つい最近の新聞報道によりますと、警察庁発表

の数字でありますけれども、届けがあった平成25年における認知症での行方不明者は茨城

県で364名とのことでありました。ただし、きのうの茨城新聞によりますと、市町村を対象

とした県の調査では141名と半分にも満たない数字でありますけれども、いずれにしまして

も、単純に平均しますと１市町村当たり８名あるいは３名と大きな数字になります。 

 一方、平成22年において、65歳以上での認知症有病者、いわゆる介護認定を受けてない

方も含みますけれども、は全国で439万人と国は推計しており、65歳以上の方に占める割合

は15％になるとのことであります。しかも、65歳から69歳での発病者は１％ぐらい、にも

かかわらず、年齢が加わるごとに急激に増加するとのことであります。 

 そこで質問でありますけれども、笠間市では要介護の認定を受けている認知症の方はど

れくらいになるのか、わかれば65歳未満の若年層と65歳以上に分類して答弁をお願いいた

します。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 介護認定におきましては、認定審査会におきまして、医師の

意見書等を認定調査の結果をもとに要介護度を判定しております。その中で、医師の意見

書における認知症についての記載だけで介護度が決定されるわけではございませんが、医

師の意見書の中の認知症高齢者の日常生活の自立度の判断基準によりますと、日常生活に

支障をきたすような症状、行動等が頻繁で、常に介護を必要とすると判断される方は、要

介護の認定を受けている方が2,507名いらっしゃるんですが、その中で391名いらっしゃい

ます。そのうち65歳以上の方は383名、65歳未満の方は８名という数字になっております。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木（裕）君。 
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〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。先ほど述べました439万というこの数

字を平均しますと、全国の数字を１市町村当たり平均しますと、2,500人になるということ

でありますが、その数字からいくと非常に少ないといいますか、それと先ほどの警察署の

発表、それと県が各市町村に対して調査依頼した数字、この辺でも相当な開きがあるので、

この辺の数字のとらえ方がまだ完全にできてないのかなという気がいたします。 

 とりあえず、これはその辺におきまして、②の質問を終わりまして、③の質問に移りま

す。 

 認知症の場合、身体の衰え、内臓疾患がなくて、一見健康に見える方が多いと思います

けれども、認知症だけの症状の場合、施設への入所が可能となるレベル、これはどのよう

なのか、よその病気と同じようなレベルで入所できるのかどうか、その辺の回答をお願い

します。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇１１番（櫻井史晃君） 介護保険施設への入所に際しまして、認知症の有無での関連性

ですが、特にございませんで、その方、認知症ですと自傷行為や暴力行為が見られたり、

専門的な医療行為が必要な場合にはそもそも医療機関での治療というのが優先されますの

で、入所の判断については全ての総合的な判断で入所を決定するということになりますの

で、認知症だけというのはなかなか難しいところがございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。認知症の場合、一見何でもないよう

に見られることから質問いたした次第であります。ありがとうございました。 

 ③の質問を終わりまして、④の質問に移ります。 

 介護施設は全国的に不十分との報道がなされております。ただいま答弁のありました要

介護の認定を受けている方で、施設の入所資格がある中で、施設に入っている方は、要は

全員施設に入っていることができるのかどうか、その辺についての回答をお願いいたしま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 要介護１から５の認定を受けている方、先ほど言いましたよ

うに2,507名の方がいらっしゃいます。そのうち、介護保険施設に入所している方は672名

ということになります。内訳としましては、特別養護老人ホームが316名、老人保健施設が

343名、介護療養型医療施設が13名ということでございます。以上ですけれども、この中で

特別養護老人ホームを除きますと、それなりの医療行為が必要ということがありますので、

その点は特別養護老人ホームとは違うというようなことがあるかと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。一口に認知症といいましても、記憶

障害、あるいは年月や時刻、あるいは自分がどこにいるかわからなくなる見当識障害、理
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解・判断力の障害、同じ物を買ってしまったり、料理を並行して進められないなど実行機

能障害、感情表現障害、その他症状はいろいろあるようですけれども、いわゆるアルツハ

イマーといわれている、これは最初の記憶障害に当てはまるとのことであります。 

私の母親も生前、骨折で入院しましたですけれども、夜中に徘回するので退院していた

だきたいという医院側の申し出を受け、思案に困った経験がありました。徘回を伴う場合、

家族の負担、責任は大変なこととなります。このような介護する側の方に対する相談体制

はどのようになっているでしょうか、答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 要介護認定を受けている場合にはケアマネジャーがそもそも

対応して判断しているわけですが、その中で個別具体な個々の家庭における要介護、家庭

環境、その状況等を把握しまして、それの相談に応じて対応するサービスを決定している

ということですので、ケアマネジャーの方で十分相談業務は行われているものと考えてお

ります。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 現在の相談体制は十分にできているという認識でよろしいわけ

ですね。はい、ありがとうございました。 

 ④の質問を終わりまして、⑤の質問に移ります。 

 初めに例を出しましたように、老々介護のように、徘回するにもかかわらず、希望して

も施設に入れない場合が多いのではないかということで考えたわけですけれども、笠間市

の現在の状況から施設に入所できるにはどれくらいの待ち時間が必要なのか、先ほどの回

答の中から問題ないという感じは受けたんですけれども、実際に入所できる資格にありな

がら施設に入所できないと。これは地方だからということじゃなく、全般の問題としてと

らえて回答をお願いしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 施設入所、特別養護老人ホームということで具体的にさせて

いただきたいと思いますが、施設ごとの入所に際しましては、入所検討委員会というもの

を立ち上げてありまして、入所の必要性を判断しております。その入所できる順位という

のは、空きがあったときに、早い者順ということではなくて、その待機状態の中、すべて

の人の中で一番優先状況が高い方に入所をしていただくということになっております。 

現在、施設入所の中でそれぞれ300を超える方が入所しているということですが、特別養

護老人ホームへの待機者ということでいいますと、76名の方が待機している状況はござい

ます。その関係もありまして、今回特別養護老人ホームを誘致し、70床の施設整備という

ことで進めているわけでございます。ですので、入所希望したからいつぐらい待ったら入

所できるのかというのは、その施設ごとによって、また人の必要度によって変ってくるこ

とがございますので、一概には申し上げられません。 
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〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ただいまの答弁に関しての質問でありますけれども、待機者70

数名現在いらっしゃる。そうすると、この方の中で特に認知を伴って家族の介護がなかな

か難しいというようなケースが発生すれば、大体同じようなレベルの方の場合、優先的に

入らせてもらうというようなことはどうなのか。現実にこの場でオーケーですよと答弁は

難しいかとは思いますけれども、その辺どうなのか。多少なりとも優先的な見方をしても

らえるのかどうか、その辺の回答をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） そのときに相対的は比較になってしまうんですけれども、施

設入所検討委員会の中での判断ということになりますが、その施設入所検討委員会の中に

は当然施設の中の施設長であったり、その中で介護員であるとか、委員がいるわけですが、

笠間市の職員もその中には当然含まれて入所の検討委員会の中で意見を述べることになっ

ております。その中の優先順位としてそういう痴呆の状態が重くて、急変があるというよ

うなことがあれば、その優先順位を市の関与のもとで意見を述べるということができます

ので、その中での対応が図れればその中で入所していただけるものと考えます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。⑥の質問へ移ります。 

 私の高校の先輩でプロ野球の選手になった方がいます。この方の奥さんは若いときから

認知症になったということでありました。この先輩は監督としての道を半ばにして奥さん

の介護のために野球現役の世界から遠ざかって、現在は地方のラジオ局で解説者として働

いているようであります。彼の場合は金銭的な蓄えが多分あったから、奥さんの介護に専

念できたかと思います。 

 認知症介護に関してもう一つ問題になるのは、介護する側が壮年であっても、場合によ

っては介護のために職を離れなければならないことであります。親１人、子１人で親が認

知症になった場合は、共倒れなど、みじめな結果を招くこととなります。このように、介

護する側の収入がない場合、あるいは少ない場合、公的な経済な支援はどのようなものが

あるのか。介護される側が年金生活ということを例にして答弁をお願いできれば幸いです。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 介護する側の収入がない場合の支援についてですが、現在特

別な支援体制はございません。入所する場合の費用負担といえば、収入に応じての負担と

いうことでございますので、その場合には前年度のということになってしまいますけれど

も、その応じた負担をしていただくことになっております。 

 また、在宅での高齢者を介護している方につきましては、介護用品の購入券の支給や介

護慰労金というような制度も市では設けております。また、施設サービスを利用した場合

であれば、食事代が別支払いにはなっておりますので、その部分の自己負担部分を軽減す
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るというような制度もございますので、そちらの活用をお願いしているところでございま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。（１）の現在の状況についての質問を

終わりまして、（２）予防と広報体制についての質問に移ります。 

 まず最初に、①の予防についての研修等についてであります。認知症を治療する、いわ

ゆる何でもないもとの状態に戻すことは現在の医学では不可能と聞いたことがあります。

そこで大切なことは、認知症を早く発見し、治療によってあるいは軽度な運動や食事を工

夫するなどの生活改善によって、認知の進行を遅らせる療法に限定されるとのことであり

ます。マスコミ報道や書籍によって特に最近広報されております。 

 そこで質問でありますけれども、笠間市の行政として、認知症予防に関する研修や知識

の付与についての広報、認知症にならないための具体的活動、例えば認知症予防体操の実

施とか普及、あるいは食事での注意の喚起等はどうなっているのか、答弁をお願いいたし

ます。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 市では、認知症を理解していただきまして、地域で支援する

地域づくりを目指しております。その中で認知症の方を温かく見守るという役割を担って

いただきます認知症サポーター養成講座を21年度から開催しております。昨年25年度につ

きましては102名の方に講習を受けていただきました。今までに686名の方がサポーターの

認定を受けていただいております。 

また、認知症についての理解を深めていただくために、市内の中学生や一般の方からの

認知症に関する標語を募集しております。25年度につきましては792点の応募ということで

ございます。また、認知症に関する講演会を実施しておりまして、それの啓発も行ってお

ります。さらに介護関係の専門職に対しまして、認知症に対する勉強会を行いながら、具

体的な対応について検討を進めているところでございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 先ほど講演会という言葉が出ました。こういった講演会あるい

は講習会ですね、こんなものを開いているわけですね。この応募状況といいますか、例え

ばよそは100名応募したのに50名しか来ないとか、あるいは120名来たとか、いろいろ行政

としての反応状況というのがあるかと思いますけれども、その辺の市民の方々の反応状況、

これについて何か資料がございましたら答弁をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 講演会ですけれども、昨年11月30日に実施しました。友部公

民館ですけれども、その中では一般の市民の方であるとか、福祉関係者200名の方に参加を

していただいているところでございます。 
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〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） たくさん集まってもらうということに対しては、いろいろこれ

までも工夫をされているかと思います。どんな集まりを招集してもなかなかこちらの思う

ように集まってもらえないというのが現実の問題じゃないかなと思いますけれども、集ま

ってもらうための策と特に力を入れているということがありましたら、答弁をお願いいた

します。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 認知症に対する周知ということで言えば、これだけの高齢化

が進んでいるということですので、高齢福祉課を中心として啓発事業においてその事業の

集中的なＰＲということになっていくかと思います。また、ケアマネジャー等での対応で

周知を図っていきたいということで考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。①の質問を終わりまして、②の質問

に移ります。 

 認知症の専門は精神神経科になるんじゃないかなと思われますけれども、早期発見を可

能とする医師の数ですね、県としてあるいは笠間市といいますか、水戸保健所管内として

充足しているのかどうか。充足できてないとすれば、不足する医師の数はどのような状態

なのか、何名ぐらい足りないのかというようなことですね、充足に対する取り組み姿勢、

これはどのようなものがあるのか、答弁をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 認知症に対する医師の充足数ということですけれども、そも

そも基準となる定数という基準がございませんので、足りているのか足りてないのか申し

述べられません。申しわけございません。 

ただ、県内の認知症疾患医療センターというのは７カ所設けられております。その中で

笠間市は一番近く、水戸医療圏の中でですけれども、石崎病院が提携ということになりま

すので、その中で認知症疾患医療連絡会議というものがございますので、地域包括センタ

ーの職員が参加して情報共有を図っているところでございます。 

 また、認知症の早期発見のための医師の充足ということで、県内の認知症サポート医と

いうことで10名の方がいらっしゃいます。笠間市内で認知症の対応能力の向上という研修

を受けていただいた中で、通常の診察の中で、先ほど言いました介護保険関係の認定の診

断書の作成に当たっていただいたりしておりますので、その診断書が適切に記入できるよ

うにと、適切な判断ができるようにということでの医師はそれなりに揃っている中で、現

在の笠間市の介護保険が進んでいるという認識でおります。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 10名のサポート医、お医者さんがいらっしゃるということ、こ
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の先生は認知症のサポート医ですよというような一般の市民の方への周知、この辺はでき

ているんですか。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 現在、ここのサポート医の名簿につきましては県のホームペ

ージの方で公開しております。市の方ではどの方がサポート医だという周知の方は行って

おりません。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 個々の問題として、できれば市の広報なんかでも近隣のお医者

さんの氏名を公表するなどしていただければなということを希望いたします。 

 それと、認知症を判定するお医者さん、これは今定数はありませんという話でした。た

だ、定数はないですけれども、現実に、私は認知症かどうか、あるいはうちの父ちゃんが

認知症かどうか、こういった場合、お医者さんにかかろうと思ってすぐかかれる状態にあ

るのかどうか、その辺、市民の方からどうなっているんだよと声があるのかどうか、ない

のか、その辺についての回答をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） そういう意味では、笠間市ではこころの医療センターという

病院が市内にあるということがございませすので、そういう意味では恵まれた場所に位置

して医療環境は整っているのかなと思いますし、現在のところそういうようなことで、ど

この医者にかかったほうがいいんだろうという問い合わせ、所管課にはないということで

すので、それなりに電話等の照会があれば、個々の病院というようなことでご紹介してき

て、それで受診できて介護に要する診断書の作成がスムーズに行われていると判断してお

ります。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。福岡県大牟田市ですけれども、徘回

者が行方不明となった場合、メールを配信して市民全体での捜索体制をつくって、安心し

て徘回ができる町となっているとの報道がありました。 

 また、お隣の石岡市では、希望する方にＧＰＳ機器を貸し出すとの報道がつい最近あり

ました。笠間市での徘回者の捜索に関しての対応についてどうなのか。徘回者が発生した

ことを想定しての訓練など、市民への協力要請体制、この辺はどうなっているのか、答弁

をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 行方不明の方が出たときの協力体制につきましては、基本的

には家族の方の捜索願というものが警察に出されてからの対応ということになりますが、

警察からの依頼によりまして、防災無線またはかさメールによります周知を行っておりま

す。目撃情報があったり、そういうことを行っているわけですが、実際に目撃情報があっ
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た場合には、また人命に関する気候であったり、時間帯であったりというようなことも加

味して、警察の方から消防団への協力要請というようなことでの対応となっております。 

 それに対して市の方で訓練ということ、議員の方からお話がありましたが、現在そのよ

うな訓練は行っておりません。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 再度の確認ですけれども、徘回者が出た場合、かさメールを使

うということは決まっていると判断してよろしいですね。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） はい。 

〇１１番（鈴木裕士君） わかりました。ありがとうございました。以上で、認知症に関

する質問を終わりまして、農地・水環境保全活動についての質問に移ります。 

 最近、この制度も若干中身が改正されました。このような中、笠間市では、20を超える

団体が協定を結び活動をしております。私もそのうちの一つの団体の代表をして、笠間市

と国、県の補助を受けて活動ができ、地域のきずなが大変高まったものと大変ありがたく、

感謝いたしております。 

 そこで、質問の第１番目は現在協定を結んでいる団体の対象面積はどれくらいになり、

笠間市における耕作面積に占める割合はどれくらいになるのか答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 産業経済部長神保一徳君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） 11番鈴木（裕）議員のご質問にお答えいたします。 

 平成25年度までに笠間市と協定を結んでおります団体は21団体となってございまして、

協定面積にいたしますと776.6ヘクタールとなっております。これは平成25年農林水産関係

市町村別統計の笠間市の田畑等の耕地面積5,290ヘクタールに対して14.68％となってござ

います。 

 また、さらに平成26年度に７団体と協定の締結を予定してございまして、協定対象面積

が206.1ヘクタールでございます。合計いたしますと982.7ヘクタールとなりまして、割合

にして18.57％となります。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。26年度も新たに７団体と今答弁があ

りました。この制度、実際やってみて使う方にとっては非常に使い勝手のよい制度で、久々

の農林水産省のヒット施策かなという気がいたします。 

 この制度は耕地整理を実施した地域に限定されておりますが、制度本体といいますか、

国や県の発表では畑地もその対象としております。にもかかわらず、笠間市では畑地は対

象外としております。この理由は何によるものなのか答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 産業経済部長神保君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） これまで畑地を対象外とした理由でございます。これま

で笠間市では、水路やため池等があり、畑地よりも農業施設の維持管理に負担が大きい水
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田を優先して、事業の推進及び周知を図りながら進めてきたところでございますが、畑地

については比較的維持管理が必要な施設等が少なく、取り組む活動も用水路等の管理の必

要が低いなど、対象となる活動が限定されやすいために対象外としてきたところでござい

ます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 今、米は全般的に価格が低下傾向にありますけれども、畑作も

予想収入が安定しているということもありまして、水田の耕作放棄地、これはさほど多く

ない。これは市内全般の傾向かと思います。また、耕地整理が行われている畑地は市内を

見渡してもそう多くないように思っておりますが、私の住んでいる上郷地域は畑地の大部

分も耕地整理を実施しております。 

 一方で、高齢化や土地の所有者の地域離れ、それに一区画当たりの面積が狭いことから、

畑地での耕作放棄地が目立ち荒廃が進んでいる状態であります。 

 そこで、畑地も農地・水の活動対象に加えるべきと提案を兼ねて質問をいたしますけれ

ども、執行部の考えをお聞かせください。 

〇議長（小薗江一三君） 産業経済部長神保君。 

〇産業経済部長（神保一徳君） 本制度は昨年度まで農地・水保全管理支払交付金として

将来にわたり農業、農村の基盤を支え、環境の構造を図る活動に対して交付金としていた

制度でございますものが、平成26年度から多面的機能支払交付金というものに制度変更と

なりまして、農業農村の多面的機能支払い交付金というものに制度変更となりまして、農

業農村の多面的機能を発揮するための地域活動を支援する交付金となりました。 

この新制度への見直しによりまして、笠間市といたしましても耕作放棄地を解消し、ま

た新たな耕作放棄地の発生を防止する観点からも地域で耕作放棄地の解消に取り組む計画

が策定されまして、水田も畑地も一体的な取り組みをご希望される団体に対しましては、

畑地も活動の対象としてまいりたいと考えてございます。つきましては、本年８月ごろに

畑地まで含めた事業の要望調査を実施いたしまして、翌年度からの実施に向けて検討して

まいりたいと思います。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。ただいまの回答をいただきまして、

この件に関してこれ以上の質問はありません。ありがとうございました。私どもも精一杯

やっていく予定でおりますので、今後ともご協力をよろしくお願いいたします。 

 それから、三つ目の質問に移ります。道路の里親制度についてでございます。 

 まず、（１）の現状と協定団体数の増加に関する質問で、①の団体数の現状についてであ

ります。笠間市では、500メートル以上の道路について、清掃、除草、保全、美化、これを

年３回以上実施する団体について、市と協定を結ぶことによって年３万円を限度に支給す

る里親制度を設けております。 



- 173 - 

 

 一方、茨城県も同じような制度を設けており、水戸土木事務所管内での登録団体は水戸

市が２団体、小美玉市４団体、茨城町３団体、大洗町２団体、そして笠間市が５団体とな

って笠間市が一番多くなっており、自分たちの環境を自分たちで守るという考え、それに

環境向上に対する皆さんの前向きな態度が伺え、心強く思っております。 

 そこで質問でありますけれども、笠間市と里親制度について協定を締結している団体の

数はどのようなものなのか、笠間地区、友部地区、岩間地区に分けてその数を、また最近

５年間で新たに協定を締結した団体数はいかほどになるのか回答をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川洋一君。 

〔都市建設部長 竹川洋一君登壇〕 

〇都市建設部長（竹川洋一君） 11番鈴木（裕）議員のご質問にお答えいたします。 

 笠間市では、平成25年度末で34団体と道路里親の協定を締結をしているところでござい

ます。地区別の内訳でございますが、笠間地区が14団体、友部地区が２団体、岩間地区が

18団体となっております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。続いて、②の質問でありますけれど

も、この道路里親制度、大変よい制度と考えているのでありますけれども、協定締結団体

数、これの増加策ですね、これはどのようなことを行っているのか答弁をお願いいたしま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいま現在、道路里親制度の市民への周知といたしま

しては、各種の懇談会や地域への直接な呼びかけ、また、市のホームページや広報紙への

掲載を行っているところでございます。平成26年度におきましても、新規に４団体の参加

を予定しているところでございます。今後もより一層の住民参画の道路環境づくりを推進

するために、各区や団体へのＰＲ活動を徹底して、協定団体の増加に努めてまいりたいと

考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 先ほどの回答で、友部地区が２団体と、人口、面積から見て非

常に少ないように感じます。一方で、旧友部地区を回ってみますと、仁古田周辺の県道、

あるいは宍戸地区の歴史民俗資料館ですね、あれから西側へ延びる県道、あるいは岩間街

道に並行して走る旭町の市道、こういった所はよそにないくらいにきれいに手入れがされ

ていると。旧友部地区でもこういった見事な場所が何カ所かあります。 

 環境美化ということに関しては、大変関心が深いんじゃないかなと感じておりますので、

この制度があるということの理解ができてないんじゃないかなという気もいたします。た

だ、今例を挙げました岩間街道に並行して走る旭町の市道、これは個人の方が１人か２人

でやっているということをちらっと聞いたこともありますので、こういう場合は団体を設
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立する対象になりませんですけれども、こういった団体を設立すればこういった補助があ

るんだよということの働きかけが不足しているんじゃないかなという気がいたします。 

 そういったことから、市の職員が各地区にいると思われます。市職員が活動の中核ある

いは発起人になるような働きかけを行うのも一つの策と思いますけれども、いかがでしょ

うか、答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいまのご質問にありますように、市職員につきまし

ては各地域に在駐しております。現に、市職員が里親の中心になっている団体もございま

すので、市職員の働きかけは有効な増加策と考えております。今後につきましても友部地

区にこだわらず、推進してまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。積極的な働きかけと効果を期待した

いと思います。 

 続いて、③の質問に入りますけれども、この制度はあくまでもボランティア精神に基づ

くものでありましょうが、県の里親制度では用具や消耗品の支給、それに損害保険料の負

担にとどまっており、笠間市の制度の方が活動する団体にとっては都合がよいように考え

ます。 

 また、別な角度から言いますと、年３回以上、500メートルという同じ条件で専門の業者

に委託すれば、もっとはるかに多額な費用が発生するものと思われます。支給額をふやす

べきとも思いますけれども、どのように考えるのか答弁をお願いします。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいまのご質問でございますけれども、現在笠間市の

道路里親制度実施要項の第５条の規定によりまして、各道路里親団体に対しまして、報償

費を年間３万円支出している状況でございます。この要項を制定いたしました背景といた

しましては、増加していきます道路維持の管理費の節減効果及び地域への愛着心の向上に

期待をしたものでございます。 

 議員ご質問の報償費の増加につきましては、各地域におきましてボランティアでの道路

除草をされている方々も数多くおりますので、現在のところ報償費の増額につきましては

考えてございません。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 報償費の増額は考えてないということでありますけれども、500

メートルの距離、これを年２回の除草と１回の清掃、これを業者へ委託した場合おおよそ

の見積額、これはどのくらいになりますかね。また、協定団体数の増加を図る上からも増

額が必要と考えますけれども、考え直す余地はないものか答弁をお願いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 
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〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいまのご質問の業者へ委託した場合でございますけ

れども、例に挙げますと、500メートルの草刈りを、清掃は別にいたしまして、幅１メート

ルとした場合には面積は500平米となります。処分費を含めまして約10万円程度の委託料と

なり、年に２回実施している場合は20万円となる状況でございます。 

 現在の報償額は３万円でございまして、除草委託をした場合の差額につきましては大き

いものがございますが、道路里親制度の目的は住民と行政が協力して美しい潤いのある道

路環境づくりを推進すること、道路愛護意識の向上を図ることを目的としていることから、

今のところ見直しは考えてございません。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 残念でございますが、見積もり額は私が想像した以上に大きな

額です。協働のまちづくりの観点からもただいまの回答で了承することといたします。 

 続いて、④の質問に移ります。 

 茨城県は県道の除草を行っていますけれども、最近は財政難の影響もあるようで、県道

法面の除草幅を少なくしております。つまり法面の幅が１メートルあったとしても、60セ

ンチぐらいしか草刈りをしておりません。この結果、草刈りの対象外となった部分に生え

ている、残った草や木、これがかえって勢いを増して、せっかくの除草効果を半減させて

しまっております。このようなことから県道であっても市の里親制度の対象に加え、細か

い手入れをすべきと考えているのでありますけれども、執行部の考えをお聞かせいただき

たいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） 現在茨城県が管理しております笠間市内の県道は22路線

ございまして、年々維持管理費が増加しております。除草につきましても、当初除草幅２

メートルを徐々に削減し現在は50センチになるほど苦慮していると聞いております。 

 県道の除草につきましても、笠間市の道路里親制度を適用できないかとのご質問でござ

いますけれども、道路の明確な管理区分の観点から、茨城県の道路里親制度の加入が適切

かと思われます。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） 縦割り行政というもの聞きますけれども、このケースは横割り

行政の見本のような事例であります。県道わきの除草、これは県が行うという考え方が最

近住民の間に定着しちゃっているんです。このために従来は県道に隣接している耕作者、

この方たちが大体除草を行っていたんでありますけれども、県がここ何十年近くになるか

と思いますけれども、県がやるようになって逆にその耕作者がほとんど法面までは手を出

さなくなったというケースになっております。このために、最初は県の方も法面を全部除

草していた。ところがここ二、三年前から先ほど答弁ありましたように、幅が狭くなっち

ゃった。残ったやつは昔なら当然隣接の耕作者が除草すべきなんですけれども、それもや
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らない。こういったことで非常に困っている状態があります。今後、県の方と話し合うよ

うな機会があれば、この辺の実情というものもよく訴えていただければと思っております。 

 質問を続けて⑤に移ります。 

私は以前、友部駅北口、お手元に配付した質問通告一覧では、友部駅西口となっていま

すけれども、これ、北口ですね。北口は南友部にあるので、南友部にある出口を北口とは

なかなか言いづらいので、つい西口という表現をしてしまうので、失礼いたしました。 

 北口の広場、道路の除草について一般質問をいたしました。つくったはよいけれども、

ほとんど手入れされない状態を憂いての質問で、私はネグレクト、無視することと表現い

たしました。友部駅北口は質問直後は手入れが行われて以前よりは若干よくなりましたけ

れども、今でも宿根草やクローバーなどの雑草が繁茂して決して満足できる状態ではあり

ません。この友部駅北口だけでなく、岩間駅東口広場や新しくできた道路など、里親制度

の条件には合致しない部分がありますけれども、場所、実施回数、条件、こういったもの

を提示して実施団体を募集してはどうなんでしょうか。そうすればもっと協定団体数がふ

えると同時に、きめ細やかな手入れができ、協働のまちづくりができるものと考えます。

執行部の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ご質問のありました友部駅北口の空き地につきましては、

笠間市が管理をいたします市有地でございまして、景観に配慮しまして現在のところ年に

２回除草業務をいたしているところでございます。また、同地につきましては友部駅周辺

整備計画によります事業が予定されておりますエリアでございますので、今後事業に着手

するまでの期間、地元管理や一般公募を含めてどのように管理をしていくのかは経済的ま

た効率的であるかを精査してまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君。 

〇１１番（鈴木裕士君） ありがとうございました。先ほど述べましたこころの医療セン

ターから岩間支所へ延びる道路、この道路なんかもやってはいるんでしょうけれども、ま

だまだ不十分な手入れ状態だなという気もいたします。こういったことで、今後の十分な

管理、これを要望いたしまして私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議長（小薗江一三君） 鈴木裕士君の質問を終わります。 

 休憩をいたします。３時30分より再開いたします。 

午後３時２０分休憩 

                                         

午後３時３０分再開 

〇議長（小薗江一三君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 20番大関久義君の発言を許可いたします。 

〇２０番（大関久義君） 20番大関久義です。通告に従い、これより一般質問を行います。
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質問は一問一答方式で行いますので、執行部の答弁よろしくお願いいたします。 

 質問は、笠間市の防犯活動について、２番目に子ども・子育て支援新制度について、３

番目に友部地区の歩道整備についての３点を質問いたします。 

 まず初めに、笠間市の防犯活動についてお伺いいたします。 

笠間市の防犯活動の中で一番大きな組織は防犯連絡員協議会の組織であると思います。

各地域で構成され、笠間・友部・岩間の３地区に分けられておるようであり、それは各小

学校単位に、またその下には班の組織があり活動をされておりますが、その組織について、

構成について、具体的にお伺いいたします。 

また、笠間地区では平成27年度の学校の統廃合に伴い、その組織が変ってくるのではと

思われますが、どのようになるのかあわせてお伺いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市民生活部長山田千宏君。 

〇市民生活部長（山田千宏君） 20番大関議員のご質問にお答えいたします。 

 笠間市防犯連絡員協議会の構成につきましては、笠間・友部・岩間の３支部に分けまし

て各小学校単位で14分会として構成されております。その分会はさらに隣接する行政区ご

とに56班499名で構成をされております。 

 また、学校の統廃合による防犯連絡員の構成はどうなるのかとのご質問でございますが、

小学校単位の分会については、当面の間状況を見極めるため、現構成のままでいく予定で

あります。また、班構成につきましても、通学路の関係を見極め、当分様子を見ていきた

いと思っております。そこで見直しの必要性が出てくれば、防犯連絡員会議の中で見直し

を含めて検討をしていく考えでございます。以上であります。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 防犯連絡員の全体の数は現在499名とのことであり、笠間警察署

長より委嘱を受けて活動されているところであります。笠間・友部・岩間の３地区で分会

あるいは班として、班を中心とした形の中で地域の防犯に携わっており、地域での重要な

防犯活動をなされております。 

 また、その中で青色パトロールを実施されているところもありますが、笠間市全体での

実施数をお伺いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市民生活部長山田君。 

〇市民生活部長（山田千宏君） 各地域の防犯連絡員の中の青色パトロールを実施してい

る数についてですけれども、笠間地区６班、友部地区７班、岩間地区８班の21地域になり

ます。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 大関君。 

〇２０番（大関久義君） また、防犯パトロールは自警団でも実施されておると思われま

すが、自警団である防犯ボランティア団体で青色パトロールを実施されている団体はどの

くらいあるのか重ねてお伺いいたします。 
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 また、笠間市で所有されている青色パトロールの車は何台あるのかお伺いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市民生活部長山田君。 

〇市民生活部長（山田千宏君） 防犯ボランティア団体という言葉で統一をさせていただ

きたいと思います。防犯ボランティア団体は市内に32団体あります。地区別では、笠間地

区が８団体、友部地区が11団体、岩間地区が13団体となっております。 

 また、市用車で青色防犯パトロールを実施している団体は防犯連絡員が４団体、防犯ボ

ランティアが４団体の８団体となっておりまして、青色パトロールができる車の登録台数

は14団体で、その内訳は自家用車が11台、商用車が３台であります。それから市で所有し

ている青色パトロール車については、白黒ツートンの青色パトロール車、本所に２台、笠

間・岩間支所に各１台の４台であります。本所にある２台のうち、１台は民間交番「あさ

ひ」のパトロール車として使っております。以上です。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 笠間市で所有のツートンカラーのパトロールカーに似ている青

色パトロールカーでありますが、これは４台、うち１台は今言ったように「あさひ」です

か、民間交番のところに１台使っているので、実際には地域の防犯連絡員の中で使えるの

は３台ということであり、そういうことから防犯パトロールで使えるのは限られておりま

すので、ほとんどの防犯連絡員の方たちや自警団である防犯ボランティアの方たちは私用

車でパトロールをされております。市内で青色パトロールを私用車でされている団体の数

は、先ほど答弁ありましたように、８団体であるとのことであり、私用車の青色パトロー

ル車は14台が登録されているとのことであります。防犯連絡員あるいは防犯ボランティア

の方たちは14台のパトロール車すべてが自己所有の私用車であり、年間を通してそれぞれ

の地域で私用車の青色パトロール車で活動をされているのが実情であります。 

 その１年間のパトロールによる私用車のガソリン代も自費で負担しながら賄っており、

笠間市の行政からは支給されていないと伺っております。この件について、担当の行政側

ではどのようにとらえ、また考えているのか、お伺いいたしたいと思います。１年間での

ガソリン代の負担も大変であると思います。全ての物事をボランティアだけで任せるのは

ボランティアが長続きできなくなってしなうのではと思われます。人件費までとは申しま

せんので、ガソリン代の支給についてお聞きいたしますので、前向きのご答弁をお願いい

たします。 

〇議長（小薗江一三君） 市民生活部長山田君。 

〇市民生活部長（山田千宏君） 現在、防犯ボランティア団体につきましては、安全な活

動を推進するため、ボランティア団体であることがわかるようなオレンジ色の帽子とベス

トを貸与しております。また、自家用車を青色パトロールで利用する場合には青色回転灯

の貸与を行っております。 

 先ほど質問がありましたガソリンの件ですけれども、現在のところ、防犯パトロール時
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に車を利用する団体への補助については考えておりません。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 大関君。 

〇２０番（大関久義君） 青色パトロール車を利用するのには、講習を受けて講習の証書

を持った方のみが青色パトロール車を運転できる、そういう仕組みになっておりますね。

私は以前にも自警団である防犯ボランティアについて補助金をつけていただきたく、ここ

で質問をいたしました。しかし、現物支給での対応だけの回答でありました。補助金とし

て支給をされない、できないということであるのならば、パトロールをした実績に応じて

燃料費の部分だけでも支給を考えるべきだと私は思うのですが、続けてお伺いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 市民生活部長山田君。 

〇市民生活部長（山田千宏君） 先ほども申しましたけれども、防犯パトロール時のガソ

リン代は現在のところ考えておりませんが、防犯活動というのは地域の見守り活動であり

まして、地域コミュニティー活動の一環であります。今後、検討をしておりますコミュニ

ティー活動の活性化を目指した助成事業の中で防犯活動の支援施策についても検討をして

まいりたいと考えております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 大関君。 

〇２０番（大関久義君） 検討をするということでありますが、今までずっと長年やって

きておりますよね。地域の中で自分の車、専属で青色パトロールだけに使っている、そう

いう地域の方たちもいらっしゃいます。ですので、各地域防犯連絡員あるいは防犯ボラン

ティアそして防災組織等々、笠間市内ではつくられております。これら、笠間市にとって

地域の安心・安全を担っている大切な組織であると私は思うのであります。笠間市と地域

をつなぐ大事な組織でありますので、この組織がこれからももっと充実するためにも、ぜ

ひとも予算化をお願いするものであります。考えるということでありますので、期待を申

し上げ、この件の質問は終わりにして、次の質問に入ります。 

 次に、子ども・子育て支援新制度について質問をいたします。 

 平成27年４月に始まる保育・養育・教育の新制度で政府は、５月22日に利用者の負担額

や事業者に払われるサービスごとの「公定価格」の案を公表されたとのことであるが、導

入に伴うそれら新制度の内容についてお伺いしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井史晃君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 公定価格へのご質問ということでよろしいでしょうか。 

 国の方で示しました公定価格につきましては、新たな新制度の中で、私立の施設、幼稚

園、保育所、認定子ども園が運営した場合に国、県、市から支払われる子ども１人当たり

の運営費のことでございます。この公定価格につきましては、去る６月４日の会議におき

まして国で仮単価というようなものを示しまして、その中で定数に応じました計算式や地

域別のものを示しております。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 
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〇２０番（大関久義君） それらが示された中で、子ども・子育て支援の新制度は消費税

増税を元手にした社会保障充実の目玉であるとのことでありますが、具体的にお聞きいた

します。財源はどの程度笠間市で見込まれるのか、あわせてお伺いをいたしたいと思いま

す。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 新制度の財源というのは今議員がおっしゃいましたとおり、

消費税率のアップということでございます。国では0.7兆円程度ということですが、現在試

算をしたいところでございますが、示されました公定価格は仮単価ということでございま

す。 

各施設、保育所もそうですけれども、定数によりまして金額が変ると。幼稚園につきま

しては、この制度に移行するかどうかということも含めて未確定ですので、申しわけござ

いませんが、現在のところ財源につきましては精査ができませんので、お答えできないと

ころでございます。 

ただ、規模としまして、保育所の段階で言えば、現在負担している部分では５億4,000

万ほど市の方で、国・県を合わせまして負担しておりますので、これは幼稚園は含まれて

おりません。ですので、これの倍以上のものが経費としては見込まれるのかなと想像はし

ますが、ただ申しわけありませんが、精査しておりませんので、具体的な数字というご理

解ではなく、お願いしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 新制度ということで、今度は幼稚園も現行である保育園と同じ

ように制度が変ってくる。これは各幼稚園で選択できるということではありますが、ほと

んどこの新制度に移行するんじゃないかなと想像がつきます。そこで、新制度では幼稚園

の保育料も保護者の所得によってその保育料が変ってくるようでありますが、現行での幼

稚園保育料との差額は生じてくるものなのか、安くなるのか、高くなってしまうのか、ど

うなのかお伺いをいたしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 国より現在示されました利用者負担につきましては、現在公

立・私立を含めまして、幼稚園の保育料から、議員もご承知のとおり月額幾らということ

で現在保護者が負担しているところ、最終的に幼稚園就園奨励金費ということで補助があ

って、年額のものが確定しておりますので、現在試算しております。幼稚園部分は学務の

方で、保育所の方は子ども福祉課ということですけれども、その段階の中で各所得に応じ

て試算しておりますので、その金額の多寡につきまして、まだ試算が終わってない段階で

すので公表できないところです。ただ、国は現在の基本的な額、全国的な調査を含めて調

べた結果、現状よりは高くすることは考えてないということですので、そういうことで進

められているんだろうというふうに理解はしております。 
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〇議長（小薗江一三君） 大関君。 

〇２０番（大関久義君） 新制度に移行した場合に、幼稚園側が新制度を申請した場合、

今まで幼稚園の場合は幼稚園の就園奨励費が出ております。これは高額の所得者は除かれ

ておるんですが、幼稚園の就園奨励費、平均すると年間65万ぐらいだというふうに聞いて

おります。これらが廃止となり、なくなるわけでありますが、保護者の保育料の負担額を

平均した場合において、その保育料の負担額はどうなるのか、一番気になるところだと思

いますので、それらについてお伺いします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） これから新制度に移行しまして市が関与できる部分での利用

者負担金の水準につきましては、今までの笠間市での少子化対策への水準等を見まして、

市が決定できることになっておりますので、その中で子ども・子育て会議の中でも議論い

ただくことにはなりますが、先ほど申し上げましたように、それぞれの階層ごと、人数ご

と、それぞれまだ掌握されておりませんので、ここで具体的にお示しできないこと、まこ

とに申しわけございませんが、もう少しお時間をいただきたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 一番気になるところじゃないかなと思うんですよ。幼稚園の就

園奨励費が新制度に移行した場合はなくなる、若い子育て世代が年間、月額決まった金額

で払っています。保育料をね。今度は所得によってそれらが何段階かに分かれてなってく

るわけでありますが、就園奨励費が最後に、年度末に返ってくると、払っていた分から、

先ほど申し上げました平均で65万ぐらいの還元があるというと、安くなるわけですよ。そ

れらが今度新制度移行後に高くなってしまっては何なんだと。新聞の報道によりますと、

高くはならないというようなことでありますが、新制度において保育の利用料は国が決め

た上限額の範囲で各市町村が決める。上限より安くするケースが多く、差額は自治体が負

担するとされているが、笠間市での今後の方針、計画について、どのようになっていくの

かお伺いしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 笠間市では、以前保育料につきましては、合併のところの格

差を是正ということで統合したときの基本的なルールとして、少子化対策への補助という

ことで、総額的には35％の減額をしております。また、平成22年度におきまして、国の階

層の増というところにおきましても、同じような考え方で保育料につきまして決定してま

いりました。また、３年ごとにおきまして、次世代育成の計画を策定していく中で少子化

対策のメインとして保育料の減額等もしておりますので、そういうような考え方は踏襲し

た中で子ども・子育て会議に諮りながら、笠間市のそういう部分を生かして検討していた

だくことになると思います。ただ、その金額の多寡が、先ほど申しましたように、国の基

準からどれくらいが適当なのかということは、いろいろな議論を含めた中で決定してまい
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りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 35％減額をしている、これは保育料の現在のものだと思います。

それも幼稚園の部分もそういうようにしていきたいというようなことでありますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それから今定例会において、条例の一部改正がございました。笠間市保育料審議会条例

が廃止される予定でありますが、新制度移行に当たっての決定機関はどのようにされるの

かお伺いしたいと思います。条例改正の提案理由は、本案は子ども・子育て支援新制度の

施策の審議とあわせ、幼稚園、保育所及び認定子ども園等の保育料について、一括して協

議する必要があるため、条例の一部改正をするとともに、関連条例を廃止するものであり

ますということでありますとされておりますが、この件についても具体的な答弁をお願い

いたしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 現在まで保育料の決定に当たりましては、今回ご提案させて

いただいております保育料審議会、廃止する予定ということでございますが、において市

の案について一定のご意見を受けて市で決定しております。その決定した内容は規則で定

めているところでございますが、今後同じように継承します子ども・子育て会議の中で保

育料の案、幼稚園、保育所も含め、諮問答申という形で伺いまして、市で定めていきたい

と考えております。 

 ただ、新制度におきましては、保育所ばかりではなく、幼稚園等の利用者負担等も決定

するということですので、条例によりまして保育料を決定させていただくようなことで検

討しております。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） わかりました。来年４月に始まる子ども・子育て支援新制度に

ついても保護者への周知についてお伺いしたいと思います。今後どのようにされているの

かお伺いします。５月26日付の第26の７号の広報かさま、お知らせ版ですが、において、

笠間子ども・子育て会議の開催のお知らせの掲載がありました。第２回となるようであり

ますが、傍聴者の定員は10名、先着順となっており、実施日は６月13日、あしたですね、

午後３時半から本庁舎の２階大会議室で開催されるようであります。そこで、前回での成

果及び今後の予定等をあわせてお伺いをいたします。また、保護者への説明や周知につい

てでありますが、この開催だけではなく、別に予定をされていることと思われますが、ど

のように進められていくのかあわせてお伺いをいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） まず、周知につきましてお答えさせていただきます。回覧等

でもご報告させていただきましたが、市報６月号、現在各戸配布されている中で、子ども・
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子育て支援制度がスタートしますというものを各戸配布させていただきました。その中で、

議員がご質問の現制度から新しい制度へ移る手続等について、保護者の理解を深めるため

にフローを使ってご説明をしています。 

 そのほか、ホームページにはこれの特集ということで一覧を設けておりますので、ごら

んいただけるようになっているかと思いますし、また幼稚園につきましては、みずからの

ところで新制度に移行するかどうかの態度決定がございますので、その中では各幼稚園の

方で利用者に十分説明していただく中で、理解を深めていただきたいと思いますし、また

保育所につきましては、当然施設長の方からこの制度についてご説明をしていただきたい

ということで連絡体制をとっているところでございます。 

 また、今後新たに来年の４月、幼稚園であったり、認定子ども園、保育所等を利用され

る方がいらっしゃいますので、一番興味のある保育料等が確定しましたらば、それ以後各

地区において利用の説明会を予定しております。各地区ということでございます。 

 今後の子ども・子育て会議の進行と傍聴の件でございますが、この次開きます会議につ

きましては、この制度によりまして、保育所、幼稚園等の制度移行とは別に、笠間市では

条例をこの制度に伴いまして笠間市の決定権が多くなる条例につきまして、制度改正がご

ざいます。その件についての報告、また今後の計画、そもそも子ども・子育て計画という

支援計画がございますので、そちらの中身の検討に含まれます。一番興味のあるところの

利用料につきましては、７月以降にお諮りしていくことになっております。 

 また、前回の子ども・子育て会議の傍聴につきましては、２名の方に傍聴していただい

たところでございます。以上でございます。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 先般、我々議員の全員協議会の中で子ども・子育て支援新制度

についてということで配付がありました。子ども・子育て支援新制度の趣旨とポイントと

いうことで配付がありました。この中で主なポイントとして四つ挙げられております。 

 １番目に、認定子ども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付、施設型給付及び小規模

保育等へ給付、地域型保育給付とします。 

 二つ目に、新制度における新たな幼保連携型認定子ども園については、認定子ども園法

の改正により、学校及び児童福祉施設としての法的位置づけを持つ単一の施設とします。

既存の幼稚園及び保育所から認定子ども園へ移行するかどうかは義務づけず、政策的に促

進するものとします。幼保連携型認定子ども園の設置主体は、国、自治体、学校法人、社

会福祉法人のみとし、株式会社の参入は不可とします。 

 三つ目として、地域の実情に応じた子ども・子育て支援（利用者支援地域子育て支援拠

点、放課後児童クラブなどの地域子ども・子育て支援事業）の充実を図ります。 

 四つ目として、市町村は地域のニーズに基づき、計画を策定、給付事業を実施するもの

とし、国、都道府県は実施主体の市町村を重層的に支えることとなっています、とされて
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おりますが、四つ目の市町村は地域のニーズに基づき、計画を策定、給付事業を実施する

もの、そして国、県は実施主体の市町村を重層的に支えるとあるが、この点について、笠

間市ではどのように実施されていくのか、新制度のポイントについても含めてお伺いをい

たします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 四つ目ということですけれども、その内容につきましては、

現在子ども・子育て会議において検討していただいていることの中身になります。現在、

ニーズ調査が終わりまして、現状のニーズを反映しました対応ができるように、施設であ

ったり、サービス内容であったり、国や県と連携を図りまして、地域の実情に応じた笠間

市独自の質の高い幼児期の学校教育と保育を総合的に提供するとともに、保育の量的拡大

ということと確保と子どもを産み育てやすい環境を整えるための子ども・子育て支援計画

を策定すると、それで実現してまいりたいということで考えております。 

 また、先ほどのご質問でもお答えしましたが、今回の改正によりまして、今まで施設整

備基準とか運営基準が国の要項等で定まっていましたものを今回の法改正によりまして市

が条例で定めることになりました。権限が拡大されることになりますので、適正な指導運

営によりまして、子育て環境の向上に努めてまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） それから保育料についてお伺いしたいと思います。新制度後の

保護者の負担率について、それぞれの段階的な試算はなされてないという答弁でありまし

たが、それぞれのものは新聞紙上では出されております。これは朝日新聞の５月23日付の

ものなんですが、段階的な試算はされていると私は思っておりますので、お伺いをしたい

と思います。 

 それから、都市周辺と笠間市内の幼稚園の保育料は私は同じでないと思っております。

新制度後は保護者の年収によって保育料が算定されてきます。幾つかの段階的に分かれる

ようでありますが、それらの年収ごとの試算はされているのかお伺いをしたいと思います。 

また、保育所の保育料は現在８段階に分かれて保育料を設定されておりますが、新制度

導入後の幼稚園の保育料は幾つの段階に分かれて設定されるのかお伺いいたします。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） 国で示された案につきましては、ご承知のとおりそれが利用

者負担ということで基準になっていくものでございます。笠間市が現在試算が進行中だと

いうのは、その階層ごとの加重平均としてどこの階層に何人いて、その方々がどれだけの、

総体的には35％程度の低減になってはいますけれども、具体的にどれぐらいのものになっ

ているのかという確認をする作業、また、新たな制度で、国の制度にあわせた場合にどれ

だけの負担になっていくのか、また、総体的な減額が適当なのか、それとも各階層ごとの

減額が適当なのかと、そういう試算をしてみないと外に出すまでにはまだ時間が必要だと
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いうことですので、申しわけございません、国の示した基準によりまして現在試算中だと

いうことでご理解いただきたいと思います。 

 また、保護者の負担金につきましては、全国統一でございます。ですから東京も沖縄の

方もこの基準によりまして、それが適切かどうか、自分の地域にとって適切かどうかとい

うことを判断していくわけですけれども、それはそれなりに笠間の状況で言えば、冒頭申

し上げましたように、笠間の子育て支援の中で今まで培ってきました制度の踏襲というよ

うなことも必要だろうと思いますので、その中であわせてこの次示す、７月には示せるか

もわかりませんけれども、その中でご提示できればと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 先ほど来申し上げておりますが、朝日新聞の報道によると、新

制度の上限額は認可保育所と幼稚園の機能をあわせ持つ認定子ども園、小規模保育などで

共通であると。それから保護者の所得で額は変わる。利用者が１日最長11時間、これは標

準時間というようでありますが、上限額はほぼ現行どおりとする。そして最長８時間、短

時間の利用では標準より1.7％ほど安くする。金額はこの年齢で二つの区分があり、多くの

場合、ゼロから２歳を３歳以上より月3,000円高くする。高くするですよ。新制度では利用

料が割高といわれる認可外の保育所や保育ママなども条件を満たせば認可制度に入れるよ

うになる。多くの利用者で負担が軽くなるとみられる。また、幼稚園でも上限額は基本的

に今と同程度とする。ただ、独自の幼児教育サービスなどの費用を別に徴収することがで

きるなどの報道がされたところであります。 

笠間市は新制度になってから保育料が高くなってしまったと言われないように、また、

若い子育て世代の方たちに笠間に住んでよかったと思われるように導入までの期間、協議、

検討、ご努力をお願いしたいと思います。先ほども７月になれば大体の指針は示されると

いうことであります。就園奨励費が、何回も言っているようですが、新制度に移行した場

合にはなくなる。なくなった場合に、平均で65万も戻ってきたやつがなくなって、高止ま

りになるような設定はしないでほしいというふうに思っておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 福祉部長櫻井君。 

〇福祉部長（櫻井史晃君） ７月を目途にということでございます。私の方で答えたとこ

ろですけれども、７月の頭にはいろいろな状況がありまして無理かなと思います。幼稚園、

保育所等あわせて検討してまいりますので、慎重に行いたいと思います。よろしくお願い

します。 

〇議長（小薗江一三君） わかりました。以上で、子ども・子育て支援制度の質問は終わ

ります。 

 次の質問に入ります。歩道整備について質問をいたします。友部地区の歩道整備につい

て、友部駅周辺及び茨城県立中央病院周辺の歩道整備についてお伺いをいたします。 
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 友部駅より中央病院までの通りは、ふれあい通りの名称で旧友部町のころより歩道の整

備をされてこられました。また、この地域の商店街の方々もバリアフリー化に積極的に協

力をしていただき、車いすで喫茶店に行くことができるようになっており、他の行政より

注目を浴びている所であります。 

 しかし、震災後において、歩道のひび割れや段差などが生じており、車いすで利用され

ている方には早急の再整備が望まれております。この道路は県道でありますので県との協

議が必要となりますが、歩道の再整備をするに当たり、車いすに優しいクッション性のあ

るラバーでの舗装整備をぜひ取り入れていただき、すばらしい歩道の再整備をお願いした

いものでありますが、お伺いをいたしたいと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川洋一君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいまの大関議員の友部地区の歩道整備でございます

けれども、友部駅から県立中央病院、また、友部小学校までの最短経路であることから、

通勤通学はもとより多くの人が利用する重要なルートと認識しているところでございます。 

 ご質問の道路は県が管理いたします県道友部内原線と都市計画道路の宿大沢線でござい

まして、両側に現在は歩道が整備をされている状況でございます。 

 このようなことから、昨年度までに舗装の劣化や震災によりますひび割れなどを一部改

修しているところでございます。また、高齢者や車いすなどの利用者に優しい歩道整備を

改修などにあわせまして今後も県に要望してまいりたいと考えております。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） 県に要望する以外に手はないんじゃないかなと思われますが、

県道であっても、市で財政を負担してもできるかもしれませんよね。ですので、要望を重

ねてお願いをしていっていただきたいというふうに思っております。 

 また、この道路線は跨線橋、今度新しく笠間市の市民病院をつくる予定の方につながっ

ている道路でもあります。あの道路の歩道と車道の段差が非常に大きくなっております。

これらについて、どのように考えているのかお伺いします。 

〇議長（小薗江一三君） 都市建設部長竹川君。 

〇都市建設部長（竹川洋一君） ただいまのご質問の高架になっている部分かと思います。

確かに今現在、マウンドアップになっておりまして、高齢者にとっては非常に危険な、ま

た通学路、児童にとっても非常に危険な道路と認識をしております。ガードレール等の防

護柵もないため、非常に車道とのあれが接近しておりまして危険な状況でございますので、

今後も県の方に安全対策等を含めまして予防対策をしていただきたいと要望してまいりた

いと思います。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君。 

〇２０番（大関久義君） よろしくお願いしたいと思います。また、あの周辺は今目まぐ

るしく発展している所であります。そしてまた、中央病院の近くも同じように段差があっ
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て、中央病院の近くはフラットになってそんなに危険性はないのかなというふうに見てき

ました。県道でありますので、県の方に要望を辛抱強くお願いしたいというふうに思って

おります。 

また、旧友部時代は、福祉のまち宣言をしておりまして、先ほども申しましたが、あの

通りはふれあい通りという名前がついているぐらいに人に優しい歩道、そういうものを目

指してきたんではないかなと思いますので、歩道の整備、車いすに優しいものを採用して

いただければ幸いというふうに思っております。要望の方、よろしくお願いをいたしまし

て、一般質問を終了したいと思います。ありがとうございました。 

〇議長（小薗江一三君） 大関久義君の質問を終わります。 

                                         

散会の宣告 

 

〇議長（小薗江一三君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

なお、あす13日午前９時30分より全員協議会を開催いたしますので、ご参集ください。

本日はこれにて散会いたします。 

ご苦労さまでした。 

午後４時１４分散会 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する 

 

 

笠間市議会議長   小薗江 一 三 

 

 

署 名 議 員   萩 原 瑞 子 

 

 

署 名 議 員   中 澤   猛 
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